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防除方法に記載された農薬には、それぞれのRACコードを( )書きで示していますので、

農薬を選択する際の参考としてください。



水稲

作 目 病  害  虫  名  等 改　正　事　項
水 稲 い も ち 病 防 除 方 法

同 時 防 除 用 混 合 剤
防 除 方 法
掲 載 農 薬 一 覧

紋 枯 病 防 除 方 法
同 時 防 除 用 混 合 剤

イ ネ ド ロ オ イ ム シ 防 除 方 法
掲 載 農 薬 一 覧
同 時 防 除 用 混 合 剤

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ 防 除 方 法
同 時 防 除 用 混 合 剤

イ ネ カ ラ バ エ 防 除 方 法
（ イ ネ キ モ グ リ バ エ ） 掲 載 農 薬 一 覧
カ メ ム シ 類 防 除 方 法

掲 載 農 薬 一 覧 キラップ微粒剤Ｆを削除
同 時 防 除 用 混 合 剤
防 除 方 法 スミバッサ粉剤20ＤＬを削除
掲 載 農 薬 一 覧

セ ジ ロ ウ ン カ 同 時 防 除 用 混 合 剤
ヒ メ ト ビ ウ ン カ
航 空 防 除 防 除 方 法

掲 載 農 薬 一 覧
注)県内の試験例はないが、以下の点から準拠して記載したもの
　○：東北地域等の県外試験例による採用

ミネクトフォルスターＳＣを採用（○）

水稲改正事項一覧表
改　　　正　　　内　　　容

ミネクトフォルスターＳＣを採用（○）
ビームスタークル微粒剤Ｆを削除
ブラシン水和剤を削除
アチーブ粉剤ＤＬを削除

ミネクトフォルスターＳＣを採用（○）
リディアＥＶ箱粒剤を採用（○）

ミネクトフォルスターＳＣを採用（○）
ＧＰオリゼリディア箱粒剤を追加（○）
リディアＥＶ箱粒剤を採用（○）
キラップ微粒剤Ｆを削除

ビームスタークル微粒剤Ｆを削除

リディアＮＴ箱粒剤を追加

ビームスタークル微粒剤Ｆを削除

ラブサイドモンセレンフロアブルを削除

-水稲2 -



水稲

病害虫名及び防除時期

(種子消毒)
ばか苗病
いもち病 1 　種籾は食塩を用いて塩水選する。 ○
ごま葉枯病 (1)
もみ枯細菌病 (2)
苗立枯細菌病 1.13 (3)
浸種前 1.08

2 ○
(1) (1)

(2)

(3)

(4) (2)

(3)

(4)

Z)

Y)

　「つがるロマン」、「まっしぐら」、「青天
の霹靂」、「はれわたり」、「華吹雪」、「華
想い」、「吟烏帽子」、「ゆたかまる」以外の
品種は、あらかじめ本法による発芽率が90％以
上となるか確認しておく。
　「あおばまる」は発芽率が大幅に低下しやす
いことから本法は行わない。

　割籾が極端に多い種子や、冷害年、登熟期が
高温など、通常と異なる種籾の状態が想定され
る場合には、あらかじめ本法による発芽率が
90％以上となるか確認しておく。

　塩水選後から温湯浸漬までの時間が１～２時
間を越えると、発芽率が急激に低下する。
　温湯種子消毒法は、ばか苗病、いもち病、も
み枯細菌病、苗立枯細菌病などに効果がある
が、化学合成農薬に比べて効果が劣る場合があ
る。また、ごま葉枯病には効果が期待できな
い。

△：直射日光や極端な高温を避ける。
×：風乾せずに直ちに浸種あるいは催芽を行う。
ばか苗病、いもち病、ごま葉枯病に対する消毒を他の種子消毒剤にて必ず行う。

　温湯種子消毒法 温湯種子消毒法の注意事項

種子消毒後の風乾の有無
○：風乾する。
□：風乾を省略できる。

[薬剤による防除法]
農薬の種類と対象病害名

　種籾は比重選別機などの塩水選以外の方法で選
別されたものを用いる。

１.防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]
塩水選実施上の注意

もち 1.2kg

区分 比重
水10ℓ当たり

食塩量（目安）
　食塩は完全に溶かして使用する。
　比重は随時比重計で調整する。

うるち 2.0～2.1kg 　塩水選後は水洗いを十分行う。

　一定の温度が保てる機器を用い、種籾を58℃20
分間もしくは60℃10～15分間、温湯に浸漬する。
　温湯浸漬後は直ちに水（水道水などの清浄な
水）で冷却し、その後は土埃などがかからないよ
うに通常と同様の浸漬管理をする。
　温湯処理した種籾は、芽が伸びすぎないように
催芽管理する。

ば

か

苗

病

い

も

ち

病

ご

ま

葉

枯

病

も

み

枯

細

菌

病

苗

立

枯

細

菌

病

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

3 トリフルミゾール ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

31 オキソリニック酸 ○ ○

○ ○

3 イプコナゾール ○ ○ ○ ○ ○

M01 水酸化第二銅 ○ ○ ○ ○ ○

3 ペフラゾエート ○ ○ ○

M03 チウラム ○ ○ ○

3 ペフラゾエート ○ ○ ○ ○ ○

12 フルジオキソニル ○ ○ ○ ○ ○

M01 塩基性塩化銅 ○ ○ ○ ○ ○

3 ペフラゾエート ○ ○ ○ ○ ○

12 フルジオキソニル ○ ○ ○ ○ ○

M01 塩基性塩化銅

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○

△

(8)　４％、湿粉衣 △

タフブロック (生物農薬） ﾀﾗﾛﾏｲｾｽ ﾌﾗﾊﾞｽ

(6)　200倍、24時間(～48時間) △

BM2
(6)　200倍、24時間 △

(7)　20倍、１時間

(5)　200倍、24時間(～48時間) ×

(5)　200倍、24時間 ×
エコホープＤＪ (生物農薬） BM2 ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ ｱﾄﾛﾋﾞﾘﾃﾞ

モミガードＣ水和剤

(2)　0.5％、湿粉衣 □

(3)　200倍、24時間 □

(4)　7.5倍、３％塗沫 □

モミガードＣ・ＤＦ

(3)　200倍、24時間 □

(4)　7.5倍、３％塗沫 □

□

(3)　1000倍、24時間 □

ヘルシードＴフロアブル
(1)　20倍、10分間 □

(3)　200倍、24時間 □

テクリードＣフロアブル
(1)　20倍、10分間 □

(3)　200倍、24時間 □

スポルタック乳剤 3 プロクロラズ
(1)　100倍、10分間

スターナ水和剤 
Y)

(1)　20倍、10分間 ○

(2)　0.5％、湿粉衣 ○

(3)　200倍、24時間 ○

○

(2)　0.5％、湿粉衣 ○

トリフミン乳剤

(1)　30倍、10分間 □

(3)　300倍、24時間 □

(4)　５～10倍、30mℓ/kg塗沫

トリフミン水和剤 3 トリフルミゾール
(1)　30倍、10分間

□

対象病害名

ヘルシード乳剤 3 ペフラゾエート
(1)　20倍、10分間 □

(3)　200倍、24時間 □

農　薬　名

Ｆ

Ｒ

Ａ

Ｃ

コ
ー

ド

有効成分 処　理　法

( )内の数字は次ページの

防除方法に対応

  
風

z)

乾
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水稲

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

(種子消毒) 1 ○
(1)

浸種前 (1) (2)

(3)

(2)

(4)

(3) (5)

(6)
(4)

(5)

(7)

(6)
(8)

(7)
(9)

(8)
(10)

○

○

○

○

苗立枯病
（フザリウム）
は種前 1

2
育苗時 3

は種前 1 ○

タチガレエースＭ粉剤(F:32,4)

ナエファイン粉剤(F:U17)
は種時 2 　次のいずれかを育苗箱に土壌かん注する。

タチガレエースＭ液剤(F:32,4) ○

発芽後 3

苗立枯病
（ピシウム）
は種前 1
育苗時

は種前 1
は種時 2

タチガレエースＭ液剤(F:32,4)

発芽後 3
オラクル顆粒水和剤(F:21)

ナエファインフロアブル(F:U17)
ヘッド顆粒水和剤(F:21,I:28)

　発病のごく初期に、タチガレエースＭ液剤(F:32,4)
を育苗箱に土壌かん注する。

[耕種的防除法]

ナエファインフロアブル(F:U17)

　次のいずれかを育苗箱に土壌かん注する。

[薬剤による防除法]

　苗立枯病（フザリウム）の項参照

(生物農薬)

 籾殻が裂けた種籾は化学合成農薬で種子消毒す
ると薬害を生じるので使用しない。
　循環式催芽機（ハト胸催芽機）は病原菌（細
菌）の増殖を促進することがあるので消毒には
使用しない。

催芽のときに使うわら類は、70℃以上の熱湯に20分
間浸漬して消毒する。
生物農薬（生菌）は化学合成農薬に比べ効果が劣る
場合があるので、病害におかされていない健全な種
子を用いる。また割籾や傷籾が多い場合には使用し
ない。

他剤と併用すると十分に効果が発揮されない場合が
あるので、注意事項などをよく確認して使用する。

　種子消毒を徹底する。
　土壌のpHを5.0前後に矯正する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

生物農薬(生菌)は使用方法、注意事項、保管方法、
終有効年月を確認し、取り扱いに注意する｡

　育苗中の温度管理を徹底し、特に低温にならないよ
うにする。また過湿にならないように十分注意する。

　消毒した種籾は、食用や家畜の飼料にしな
い。

　浸種前から催芽前のいずれかで、エコホープＤ
Ｊ(F:BM02)に24～48時間浸漬する。あるいは催芽
時に24時間浸漬する。

　催芽前にタフブロック(F:BM02)に24～48時間浸
漬する。あるいは催芽時に24時間浸漬する。
　浸種前から催芽前のいずれかでタフブロック
(F:BM02)の20倍液に１時間浸漬する。
　浸種前に生乾き状態の種籾に、タフブロック
(F:BM02)を湿粉衣する。風乾する場合は直射日光
を避ける。

　ただし、トリフミン水和剤(F:3)、スターナ水
和剤(F:31)は２日間風乾する。

　粉衣法による場合は、ビニール袋又は粉衣器
に種籾と薬剤を入れてよく攪拌する。大量の籾
を粉衣する場合は、ポットミキサーを利用する
と便利である。

　粉衣法（湿粉衣）

　低濃度長時間浸漬法の場合は、浸漬中２～３
回薬液を攪拌する。
　消毒後の浸種はかけ流しを避け、水の交換は
初めの２日間は行わない。その後、３日程度に
１回静かに換水する。

　低濃度長時間浸漬法
　所定濃度の薬液に種籾を24時間浸漬する。

　生乾き状態の種籾に粉衣する。

　ただし、スターナ水和剤(F:31)は２日間風乾す
る。

　ただし、トリフミン水和剤(F:3)、スターナ水
和剤(F:31)は２日間風乾する。

　塩水選水洗い後、次のいずれかの方法で種籾を消毒
する。

種子消毒上の注意
　消毒及び浸種は屋内で行い、液温は10℃以下
にならないように努める。　消毒後は常法によって浸種、催芽する。

　高濃度短時間浸漬法 　高濃度短時間浸漬法による場合は、種籾をサ
ラン網などの目の粗い網袋に入れ、薬液に浸漬
したらよくゆすること。

　種籾の水切りを十分に行ってから、所定濃度の
薬液に種籾を10分間浸漬する。

　所定濃度の薬液を塗沫する。

　消毒後の種籾を河川、湖沼、ため池などに浸
種すると病原菌に感染したり、種籾に付着した
薬が魚介類に影響を及ぼすおそれがあるので、
これらのところでは浸漬しない。また、残液や
器具の洗浄液がこれらのところへ流入しないよ
うにする。

　塗沫法

　薬剤処理する場合、マスク、ゴム手袋などを
着用する。

　次のいずれかを育苗箱土壌に均一に混和する。 タチガレエースＭ粉剤の使用量は、箱当たりの土約
５ℓを基準としており、条播などの育苗では床土量
が少なくなるので、薬剤をその比率で少なくする。

　苗立枯病（フザリウム）の項参照

タチガレエースＭ粉剤及び液剤は、ムレ苗防止効果
がみられる。

苗立枯病（フザリウム）の項参照

－ 水稲4 －
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

苗立枯病
(リゾープス) [耕種的防除法]
は種前 1 ○

2
は種時 3 ○

4
育苗期 5

6

は種前 1 ○
○

2 ○

もみ枯細菌病 [耕種的防除法]

浸種前 1 ○

2

○

3

育苗時 4

田植時 5

出穂後 6

[薬剤による防除法]

は種前 1

○

は種後覆土前 2

3

苗立枯細菌病 [耕種的防除法] ○

は種時 1

2 ○

田植時 3 ○

[薬剤による防除法]

は種前 1

は種後覆土前 2

黄化萎縮病 [耕種的防除法] ○

は種前 1 ○

苗代・本田 2

田植時 3

ばか苗病 [耕種的防除法]

浸種前 1 ○

田植時 2

田植後 3

収穫時 4

[薬剤による防除法]

浸種前 1

は種時
    ～緑化期

　種籾は、無病ほ場から採種したものを用いる。

　ダコニール1000(F:M05)を育苗箱に土壌かん注す
る。

　発生田やその近傍からは採種しない。

　種子消毒を行う。

　育苗培土にカスミン粒剤(F:24)を均一に混和する。

　本田発生地を苗代としない。また、その土壌で育苗
しない。

　苗代は畑苗代方式とするか、又は冠浸水しないとこ
ろを選ぶ。

　発病苗は植えない。

　塩水選を行う。

　罹病苗（徒長苗、わい小苗など）は見つけ次第抜き
取る。

　発生株は見つけしだい抜取り、土中に埋めるなど適
切に処分する。

　冠水したら速やかに排水する。

　常習発生地では、一株の植付本数を多くする。

　標準育苗法（土壌のpH、出芽温度など）を厳守す
る。特に高温、過かん水にならないように注意する。

稚苗では発生が多いので、は種前又は、は種時の予
防防除を行う。　育苗箱など育苗用資材は水洗いを十分に行う。

　傷籾は使用しない。 中苗で例年発生の見られている所では、予防防除を
行う。　厚播は避ける。

出水などにより苗代で冠水したものは田植えしない。

発病株は、いもち病の発生が多くなるのでいもち病
防除を徹底する。

　カスミン粒剤(F:24)をは種した種籾の上から均一に
散布する。

　クロロシスが現れる点と育苗箱中の苗が集団で発
病するいわゆる「坪枯れ」が見られる点でも、もみ
枯細菌病の苗腐敗によく似ている。しかし、もみ枯
細菌病では基部が腐敗して芯葉が容易に引き抜ける
のに対し、本病では腐敗しない点で異なる。

本病は、育苗時では腐敗症、本田では出穂後に白穂
症状を呈する。

本病は種子伝染し、出芽時及びその後の高温で発病
が助長される。　種籾は塩水選する。

ダコニール粉剤は砂質土壌では使用しない。
ダコニール粉剤及びダコニール1000は、タチガレ
エースＭ液剤と同時使用できる。

　カスミン液剤(F:24)をは種した種籾の上から均一に
散布する。

ダコニール1000の緑化期処理は、リゾープス菌の増
殖後では効果が劣るので、早い時期に処理する。

　カスミン粒剤(F:24)をは種した種籾の上から均一に
散布する。

　出穂後間もなく籾が灰白色に変色し、後に淡褐色
となり稔実しない。変色は籾だけで枝梗や穂軸は緑
色である。発生籾数が多い場合は傾穂しない。異常
高温年に発生しやすい。

苗腐敗症の特徴

　種籾は塩水選する。

　過湿にならないようにする。

[薬剤による防除法]

　は種５日前～は種前にダコニール粉剤(F:M05)を育
苗箱土壌に均一に混和する。

　土壌のpHを5.0前後に矯正する。

人工培土や殺菌した土で育苗すると、多発する傾向
がある。

　温度管理に注意し高温にならないようにする。

　罹病苗は細く湾曲して出芽し、その後、褐変して
腐敗枯死する。症状が軽い場合は、新葉がねじれ、
湾曲して出芽する。また、後期に感染した場合は、
地際が褐変し、次いで出葉する新葉とその葉鞘は白
色から濃褐色になり、後に腐敗枯死する。これらの
症状は、激しく腐敗した苗を中心に周囲に広がり、
坪枯れ症状を呈する。

　標準育苗法（土壌のpH、出芽温度など）を厳守す
る。特に、高温育苗やかん水を多くしない。

　発病苗は植えない。

　採種ほ場では、発病穂を見つけ次第抜き取る。

　育苗培土にカスミン粒剤(F:24)を均一に混和する。

発病穂の特微

症状の特徴

催芽時や苗代でのわら製品の使用は、再感染のおそ
れがあるので使用を避けるか、消毒したわら製品を
使う。

　本病はハウス内栽培の育苗箱の苗に発生する。発
病初期の苗では第２～３葉の葉身基部に顕著なクロ
ロシス（退緑・黄白化）が見られ、根の発育が悪く
なる。その後発病苗は萎ちょうし、やがて全体が赤
褐色になって乾燥枯死する。

－ 水稲5 －



水稲

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

いもち病 [耕種的防除法] ○

は種前 1

2

育苗期 3 ○

生育期 4

落水期 5

6 ○ 品種の抵抗性

(葉いもち) [薬剤による防除法]

苗代期 1

2

3

〈育苗箱粒剤処理〉
は種前 4 ○

○

は種時(覆土前) 5 ○

○

は種時(覆土前) 6
～移植当日

　ＧＰオリゼリディア箱粒剤(F:P02,I:4F) ○

　Dｒ.オリゼリディア箱粒剤(F:P02,I:4F)

〈育苗箱液剤かん注処理〉 ○

7

　ミネクトフォルスターＳＣ(F:P03,7,I:28)

ＢＬＡＳＴＡＭ（ブラスタム）による葉いもち発生
予察情報は、日本植物防疫協会が運営するJPP-NET
（有料）で公開されている。

　次の剤を床土に所定量を均一に混和する。
　ファーストオリゼ箱粒剤(F:P02)

育苗箱の大きさは30cm×60cm×３cm。

　ファーストオリゼリディア粒剤(F:P02,I:4F)

　育苗ハウス内外にもみ殻やわらなど伝染源になるも
のを置かない。

　生育が遅れないよう適正な栽培管理を行う。

ジクロベンチアゾクス混合箱粒剤（ブーン）は水稲
Ｐ22参照。

　抵抗性「中」以下の品種や、常発地などでは次の
４、５、６、７、８、９、１０のいずれかにより初発
前から予防を行う。

混合剤のIRACコードは、混合されている殺虫剤成分
により異なるため♯で表記している。

イソチアニルを含む箱粒剤（ルーチン、スタウト、
シャリオ、エバーゴル、ツインターボ、フルター
ボ、サイクルヒット、箱大臣）、ピロキロン混合箱
粒剤（デジタル）、トルプロカルブ混合箱粒剤（ゴ
ウケツバスター、トリプルキック）、プロベナゾー
ル混合箱粒剤（ジャッジ、オリゼ、ロングリーチ）
は水稲Ｐ21～22参照。

イソチアニルかん注剤（ルーチンフロアブル、スタ
ウト顆粒水和剤、ミネクトブラスター顆粒水和剤、
ミネクトフォルスターＳＣ）は、薬剤がこぼれ落ち
たあとにキク等を栽培すると薬害（生育抑制など）
が生じる恐れがあるので、こぼれ落ちないように注
意する。

　ファーストオリゼリディア粒剤(F:P02,I:4F)
育苗後、苗床跡に他作物を栽培する場合は、水稲
Ｐ16の注意事項参照。

移植３日前
　～移植当日

　ピロキロン混合箱粒剤(F:16.1,I:#)

移植10日前
　～移植当日

移植10日前
　～移植当日

  デジタルミネクト箱粒剤（F:16.1,I:28）

　ミネクトブラスター顆粒水和剤(F:P03,I:28)

　ブイゲットフロアブル(F:P03)　　　　　　

　イソチアニル混合箱粒剤(F:P03,I:#)

　次のいずれかを育苗箱の（苗の）上から均一にかん
注する。

は種時(覆土
前)～移植当日

　スタウト顆粒水和剤(F:P03)　　　　　　

移植３日前
　 ～移植当日

　ルーチンフロアブル(F:P03)　　　　　　

移植７日前
　～移植当日

  トルプロカルブ混合箱粒剤(F:16.3,I:#)

緑化期
　～移植当日

　Dｒ.オリゼ箱粒剤(F:P02)
　ブイゲット箱粒剤(F:P03)

　ジクロベンチアゾクス混合箱粒剤(F:P08,I:#)

　次のいずれかを育苗箱の（苗の）上から均一に散布
する。

　ルーチン粒剤(F:P03)
　イソチアニル混合箱粒剤(F:P03,I:#)
　ジクロベンチアゾクス混合箱粒剤(F:P08,I:#)

　は種前後（覆土前）に育苗箱の上から均一に散布す
る。

　ファーストオリゼ箱粒剤(F:P02)

　苗代の葉いもちに注意し、発生を認めたら直ちに薬
剤を散布する。

  穂いもちの多発田では落水を１週間ほど遅らせる。

　苗代で葉いもちにかかった苗を本田に植えることを
「持ち込み」という。「持ち込み」は早期発生、多発
の要因となる。

  プロベナゾ－ル混合箱粒剤(F:P02,I:#)

　客土、堆肥、苦土珪カルなどを増施して地力の増強
をはかるとともに、窒素質肥料を過用しない。

　深層追肥栽培では、追肥後２週間目頃から抵抗力が
比較的弱くなるので、この頃から防除を徹底する。

感染に好適な条件

　抵抗性の強い品種を作付けする。 低気温18℃が２日以上続いた場合や、 低気温が
16℃以上に達して朝露や霧の晴れない日が続いた場
合に感染しやすい。

葉いもち 穂いもち

青天の霹靂 極強 強 粳

つがるロマン やや強 中 粳

まっしぐら 強 やや強 粳

はれわたり 強 極強 粳

ほっかりん やや強 やや強 低ｱﾐﾛｰｽ米

ゆきのはな 極強 極強 低ｱﾐﾛｰｽ米

あさゆき やや強 強 低ｱﾐﾛｰｽ米

アネコモチ やや強 中 糯

あかりもち 強 やや強 糯

華吹雪 中 中 酒米

華想い 弱 弱 酒米

華さやか 極強 極強 酒米

吟烏帽子 強 やや強 酒米

式部糯 中 やや弱 紫黒糯

えみゆたか － － 飼料用

ゆたかまる 極強 極強 飼料用

あおばまる※2 － － 飼料用

     いもち病の発生が見られた場合はマニュアルに従い防除する。

品種名
いもち病抵抗性※１

種類

※1：東北新基準（平成14年３月制定）に準拠

※2：「あおばまる」は現時点での発病はみとめられていないが、

－ 水稲6 －



水稲

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

(葉いもち)

移植時 8 　側条施用 ○

(1)

○

(F:P02,I:14) ○

(F:P02,I:4F)

　オリゼメート顆粒水和剤(F:P02)

　ツインターボ顆粒水和剤(F:P03,I:4A)

(2)

　トルプロカルブ混合箱粒剤(F:16.3,I:#)
　プロベナゾ－ル混合箱粒剤(F:P02,I:#)
　イソチアニル混合箱粒剤(F:P03,I:#) ○
　ピロキロン混合箱粒剤(F:16.1,I:#)
　ジクロベンチアゾクス箱粒剤(F:P08,I:#)

9 　水面施用 ○
　次のいずれかを湛水のまま散布する。
　オリゼメート粒剤(F:P02)
　オリブライト250Ｇ(F:11) ○
　ブイゲット粒剤(F:P03)

10 　茎葉散布 ○

○
　カスミン液剤(F:24) ○
　ラブサイドフロアブル(F:16.1)
　ブラシンフロアブル(F:U14,16.1)
　ノンブラスフロアブル(F:U14,16.1)
　ビームゾル(F:16.1) (1)
　ダブルカットフロアブル(F:24,16.1)　
　フジワン乳剤(F:6) (2)
　トップジンＭゾル(F:1)
　トライフロアブル（F:U16)  ・
　ラブサイド粉剤ＤＬ(F16.1)
　ブラシン粉剤ＤＬ(F:U14,16.1) ①
　ノンブラス粉剤ＤＬ(F:U14,16.1)
　ビーム粉剤ＤＬ(F:16.1) ②
　トライ混合粉剤(F:U16,I:#)

(3)

(4)

(5)

(6)

○ いもち病抵抗性「中」以下の品種
(1)

a）箱施用剤、b）側条施用剤、c）水面施用剤

(2)

(3)

　葉いもちの防除は、次のa）～c）のいずれか
により予防散布を行う。

　穂いもちの防除は防除適期を失しないよう、
出穂直前と穂揃期の２回散布を行う。葉いもち
の発生が見られた場合は、上記の他に穂揃期５
～７日後の散布も行う。

　次のいずれかを側条施薬機で苗の移植と同時に
施用する。

６月20日前後
 ～６月末まで

　以下の薬剤は育苗期から本田期を通じて年１
回以内の使用に止める。

ＱｏＩ剤：オリブライト剤、アミスター剤は同
一系統剤とみなす。

　耐性菌の発生リスクを回避するため、同一系
統剤の連続での使用を避ける。

　自家採種は耐性菌発達の原因となるので、種
子更新、塩水選及び種子消毒を行う。購入種子
（飼料用稲を含む）でも必ず種子消毒を行う。

　適正な肥培管理を厳守するとともに、早期発
見と早期防除に努める。薬剤は使用方法に記載
された使用量・希釈倍数を厳守する。

　種子流通に伴い耐性菌が広範囲に伝播するこ
とがあるため、採種ほおよびその周辺ではこれ
らの成分を含む薬剤は使用しない。

上記の剤は１年ごとに作用機構の異なる薬剤と
ローテーションで使用する。

これらの成分を含む本田散布剤は、多発時の使
用を避ける。

耐性菌対策

オリブライト剤は処理後、葉に微細な褐色斑点を生
じる場合がある。また、中干し後の処理になるとき
は、入水一日以上経過してから、湛水状態で処理す
る。

発生初期と
　蔓延期間中 　感染に好適な日が出現した７～10日後頃から早期発

見に努め、発生を認めたら直ちに次の薬剤のいずれか
を散布する。

　ＱｏＩ剤を使用した水田において、いもち病
（葉いもち、穂いもち）が多発生した場合に
は、罹病葉（穂）を採取し、病害虫防除所また
は関係指導機関に連絡するとともに、他系統薬
剤で追加防除を行う。

　病勢の進展が止まらない場合、５日毎位にRACコー
ドの異なる茎葉散布剤により薬剤散布を行う。

　予防散布を行ったほ場でも、葉いもちの発生
が見られた場合は、５日毎に成分の異なる茎葉
散布剤により追加防除を行い、穂いもちの伝染
源となる上位葉での発病を抑えるよう努める。

トライ混合粉剤は、水稲Ｐ17を参照。

混合剤のIRACコードは、混合されている殺虫剤成分
により異なるため♯で表記している。   　側条オリゼメートリディア顆粒水和剤

近年の葉いもち初発生確認状況（県内 早日）

  次のいずれかを同重量の水に混ぜてから、ペー
スト肥料に均一になるように混和し、側条施肥田
植機で苗の移植と同時に施用する。

　側条パダンオリゼメート顆粒水和剤 同時防除は水稲Ｐ21～23参照。

水面施用剤（パック剤含む）は、止水期間を７日間
とし、落水・かけ流しをしない。その間の入水は水
尻を止めたままで行う。

イソチアニル混合箱粒剤のうち、ツインターボ箱粒
剤08、スタウトダントツ箱粒剤08、ルーチンパンチ
箱粒剤は、側条施薬機の種類により詰まりが生じる
リスクがあるので注意する。

トリシクラゾール剤(ビーム剤、ノンブラス剤、ダブ
ルカット剤)は、野菜類の幼苗、なし(二十世紀、幸
水、新水など)及びたばこに飛散すると薬害を生じる
おそれがあるので注意する。

　ＱｏＩ剤耐性菌が東北地域でも確認されている。
本県における耐性菌の発生を未然に防ぐため、以下
の対策を地域一体となって実施すること。

年 次 R3 R2 R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24

初 発 日 7/13 7/8 7/23 7/13 7/12 7/20 7/10 7/3 7/1 7/12

－ 水稲7 －



水稲

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

(穂いもち) [薬剤による防除法] ○
1 (1)

出穂25～15日前 (2)
出穂15～10日前

出穂15～５日前 (3)

(4)
2

(1)
*

 穂揃５～７日後 (2) ○

○

紋枯病 [耕種的防除法] ○
田植前 1

[薬剤による防除法] ○

1
は種時(覆土 ○
前)～移植当日

 移植３日前 ○

○

○

2

移植時 3 　側条施用

4 ○

出穂20～10日前

出穂30～５日前 ○

出穂直前 5

○

穂揃期 6

小粒菌核病 [耕種的防除法] ○
田植前 1

2

田植後 3
収穫期 4

[薬剤による防除法] ○

分げつ期 1

混合剤のIRACコードは、混合されている殺虫剤成分
により異なるため♯で表記している。

　出穂直前散布と穂揃期散布の間隔は７日程度
とする。

　茎葉散布

　コラトップ粒剤５(F:16.1)

　出穂が長引いた場合、穂揃期に達しなくても
出穂直前散布７日目頃に薬剤を散布する。

チフルザミド混合箱粒剤のうち、イミダクロプリド
を含む剤の使用時期は移植2日前～移植当日に限られ
るため注意する。チフルザミド混合箱粒剤（Ｄｒ.オ
リゼフェルテラグレータム粒剤、ルーチンアドスピ
ノＧＴ箱粒剤、シャリオ箱粒剤）は水稲Ｐ21参照。

水面施用剤は、止水期間を７日間とし、落水・かけ
流しをしない。その間の入水は水尻を止めたままで
行う。

　水面施用

　次のいずれかを湛水のまま散布する。

コラトップ剤は、穂いもちの多発が予想される場合
には、出穂直前と穂揃期の茎葉散布も行う。

　サンブラス粒剤、ゴウケツ粒剤

穂いもち対策

　チフルザミド混合箱粒剤(F:7,I:#)

　ペンフルフェン混合箱粒剤(F:,7,I:#)

　フラメトピル混合箱粒剤(F:P03,7,I:#)

　ブーンレパード箱粒剤(F:P08,7,I:28)
　次のいずれかを苗の上から均一に散布する。
　次のいずれかの方法で防除する。

　窒素質肥料の過用を避ける。

　トルプロカルブ粒剤*(F:16.3)

　窒素質肥料の過用を避け、加里肥料及び珪カルを多
く施す。

　代かき直後、畦畔際にゴミとともに吹き寄せられた
菌核をすくい取って適切に処分する。

　モンカットフロアブル(F:7)
　バリダシン粉剤ＤＬ (F:U18)

　コラトップジャンボＰ(F:16.1)

　出穂直前とは走り穂が見えた時期、穂揃期と
は80％の穂が出穂した時期をいう。

　フジワン１キロ粒剤(F:6)

　フラメトピル混合箱粒剤(F:P03,7,I:#)

　モンセレン粉剤ＤＬ(F:20)
　モンカットファイン粉剤20ＤＬ(F:7)

　多発生が予想される場合や例年発生の多い水田で
は、出穂直前の散布のほか、穂揃期にも散布する。

小粒菌核病は、小球菌核病と小黒菌核病の総称であ
る。

　なるべく浅水又は間断かんがいをする。
　発生田では低刈りをする。

　出穂30～10日前にフジワン粒剤(F:6)を水面施用す
る。

水面施用剤は、止水期間を７日間とし、落水・かけ
流しをしない。その間の入水は水尻を止めたままで
行う。

　モンセレンフロアブル(F:20)

多発が予想される場合は、育苗箱施用剤、水面施用
剤を処理した場合でも、茎葉散布剤により追加防除
を行う。

　モンガリット１キロ粒剤(F:3)
　モンガリット粒剤(F:3)
　リンバー粒剤(F:7)

移植３日前
　～移植当日

出穂直前
　　～穂揃期

　出穂直前と穂揃期の２回、葉いもちの項に準じ
た茎葉散布剤を散布する。

　抵抗性の弱い品種で葉いもちが見られる場合
や、葉いもちの発生が多いなど穂いもちの多発生
が予想される場合には、穂揃５～７日後にも薬剤
散布を行う。

　ブーンレパード箱粒剤（F:P08,7,I:28）

ペンフルフェン（エバーゴル、ルーチンエキスパー
ト、Ｃｓ.オリゼリディアＥＶ）混合箱粒剤は水稲Ｐ
21～22参照。

　次のいずれかを側条施薬機で苗の移植と同時に施用
する。

バリダシン剤、バシタック剤、モンカット剤は疑似
紋枯病(赤色菌核病、褐色菌核病)も同時防除でき
る。

　茎葉散布
　出穂直前に１回、次のいずれかを散布する。
　バリダシン液剤５ (F:U18)
　バシタック水和剤75(F:7)

　ミネクトフォルスターＳＣ(F:P03,7,I:28)を育苗箱
の（苗の）上から均一にかん注する。

移植10日前
　～移植当日

フラメトピル混合箱粒剤（箱大臣、フルターボ、サ
イクルヒット）は水稲Ｐ21～22参照。

深層追肥の場合は、出穂後被害が大きくなりやすい
ので、出穂直前と穂揃期の２回散布が必要である。

伝染源は前年の菌核である。よって、前年に発生が
ないほ場では防除は不要である。

〔トルプロカルブ粒剤(３％)〕

水面施用剤（パック剤含む）は、止水期間を７日間
とし、落水・かけ流しをしない。その間の入水は水
尻を止めたままで行う。

　水面施用 　穂いもちに対しては、防除適期を失しないよ
うに注意する。　次のいずれかを湛水のまま散布する。

－ 水稲8 －



水稲

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

稲こうじ病 [耕種的防除法] ○

田植前～本田期 1

[薬剤による防除法]

次のいずれかの方法で防除する。 ○

1 ○

2
出穂20～10日前 　ドイツボルドーＡ(F:M01)

　Ｚボルドー粉剤ＤＬ(F:M01)

　トライフロアブル(F:U16)

3 ○

白葉枯病 [耕種的防除法]

田植前～本田期 1

本田期 2

3

[薬剤による防除法]

７月上旬 1 ○

ごま葉枯病 [耕種的防除法]

(穂枯れ) 1

田植前～本田期 2

3

4

5

[薬剤による防除法] ○ 同時防除は水稲Ｐ17参照。

浸種前 1 ○

６月末まで 2

○

出穂直前 3 　茎葉散布

と穂揃期

　ブラシンフロアブル(F:U14,16.1) ○

　ノンブラスフロアブル(F:U14,16.1)

　ブラシン粉剤ＤＬ(F:U14,16.1)

褐色葉枯病 [耕種的防除法] ○ 夏期の冷涼、多雨で発生が多くなる。

(穂枯れ) 1

紅変米 [耕種的防除法] ○

出穂期 1

○
登熟期 2

収穫後 3 ○

トリシクラゾールを含む薬剤（ノンブラス剤）は、
野菜類の幼苗、なし（二十世紀、幸水、新水など）
及びたばこに飛散すると薬害を生じるおそれがある
ので注意する。

　硫酸根肥料の施用を避け、生育後期に肥料切れしな
いよう合理的施肥を行う。

　刈り取り後は速やかに稲を乾燥する。特に、地干し
は発生を助長させるので乾燥には注意する。

　オリブライト250Ｇ(F:11)

　ノンブラス粉剤ＤＬ(F:U14,16.1)

　多肥栽培を避け、適正な肥培管理に努める。

　畦畔雑草は刈り取り後速やかにほ場外に搬出し、処
分する。

　適期刈り取りに努める。

　出穂直前と穂揃期の２回、次のいずれかを散布す
る。

　次のいずれかを湛水のまま散布する。

　窒素質肥料の過用を避ける。

　常習発生地では、畦畔、水路のサヤヌカグサなど伝
染源となる雑草を早目に刈り取り、適切に処分する。

　窒素質肥料の過用を避ける。

　常習発生地では、７月上旬までにオリゼメート粒剤
(F:P02)を水面施用する。

　発生田では伝染を避けるため、なるべく水田に入ら
ない。

　珪酸肥料を施用する。

　種子消毒を行う。

　水面施用

水面施用剤は、止水期間を７日間とし、落水・かけ
流しをしない。その間の入水は水尻を止めたままで
行う。

水面施用剤は、止水期間を７日間とし、落水・かけ
流しをしない。その間の入水は水尻を止めたままで
行う。

　多発田からは採種しない。

　塩水選を行う。

　深耕、堆肥の増施、客土などにより地力の増進を図
る。

移植３日前
　～移植当日

　シメコナゾール混合箱粒剤(F:3,I:#)を育苗箱の
（苗の）上から均一に散布する。

シメコナゾール混合箱粒剤（トリプルキック箱粒
剤）は水稲Ｐ22参照。

　次のいずれかを散布する。

　モンガリット１キロ粒剤(F:3)又はモンガリット粒
剤(F:3)を湛水のまま散布（施用）する。

混合剤のIRACコードは、混合されている殺虫剤成分
により異なるため♯で表記している。

穂ばらみ期の低温、日照不足、多雨で発生が多くな
るので、このような気象条件で前年発生の見られた
水田では必ず防除する。

水面施用剤は、止水期間を７日間とし、落水・かけ
流しをしない。その間の入水は水尻を止めたままで
行う。

本病はエピコッカム菌が玄米に寄生し、玄米表面に
紅色斑点を形成する。

枯死した雑草上には多数の分生胞子が形成され、伝
染源となる。

本病は開花期の低温多湿で発生が多い。また、黄熟
期以降の多雨で発生が多くなる。

オリブライト剤は処理後、葉に微細な褐色斑点を生
じる場合がある。また、中干し後の処理になるとき
は、入水１日以上経過してから、湛水状態で処理す
る。

－ 水稲9 －



水稲

病害虫名及び防除時期

イネドロオイムシ [薬剤による防除法]

は種前 1 ○

○

○

は種時(覆土前) 2

○

○

緑化期 3

○

○

緑化期～移植当日 　ＧＰオリゼリディア箱粒剤(I:4F,F:P02)

○

○

*〔ジノテフラン箱粒剤（２％）〕
スタークル箱粒剤、アルバリン箱粒剤

**〔ジノテフラン箱粒剤（12％)〕
　リディアＥＶ箱粒剤(I:4F,F:7) スターダム箱粒剤、アトラクトン箱粒剤

***〔ジノテフラン粒剤〕
スタークル粒剤、アルバリン粒剤

移植当日 ○
4

は種時(覆土前)
　バズ顆粒水和剤(I:28)
　ブーンパディート箱粒剤(I:28,F:P08)
　ブーンアレス箱粒剤(I:-,F:P08)
　ブーンレパード箱粒剤(I:28,F:P08,5)

　フェルテラ箱粒剤※(I:28) ※【高密度は種苗で使用する場合の注意事項】

①
　ミネクトブラスター顆粒水和剤(F:P03,I:28)

　ミネクトフォルスターＳＣ(F:P03,7,I:28) ②

移植時 5 ○
○

6
○

　シアントラニリプロール混合箱粒剤(I:28,F:＃)
　プリンス粒剤(I:2B)
　クロラントラニリプロール混合箱粒剤(I:28,F:＃)
　ジノテフラン混合箱粒剤(I:4A,F:＃)
　フルピリミン混合箱粒剤(I:4F,F:#) ○
　クロチアニジン混合箱粒剤(I:4A,F:#)

本田発生初期 7 　次のいずれかを散布する。
(1)　茎葉散布

　キラップフロアブル(I:2B) ○
　エミリアフロアブル(I:4F)
　トレボン粉剤ＤＬ(I:3A)
　ダントツ粉剤ＤＬ(I:4A)
　キラップ粉剤ＤＬ(I:2B)

(2)　水面施用 ○

　トレボン粒剤(I:3A) ○

　ジノテフラン粒剤＊＊＊(I:4A)
　なげこみトレボン(I:3A)

○ 同時防除は水稲Ｐ21～23参照。

次のいずれかの方法で防除する。
　次のいずれかを育苗箱の床土に所定量を均一に混和す
る。

　パダン粒剤４(I:14)

粒剤を育苗箱に施用すると移植後巻葉や葉先枯れが発
生したり、一時的に初期生育を抑制することがあるの
で、使用上の留意事項を厳守する。

粒剤スプレーヤーを使用すると、均一に散粒できる。

　ワンリード箱粒剤08(I:4A)
　フェルテラ箱粒剤(I:28)
　ブーンパディート箱粒剤(I:28,F:P08)

　プリンススピノ粒剤６(I:2B,5)

　プリンス粒剤(I:2B)
　プリンススピノ粒剤６(I:2B,5)

パダン粒剤４の床土混和の場合、覆土には混和しな
い。また、使用する床土によっては薬害を生ずること
があるので、使用上の留意事項を厳守する。

プリンス粒剤のは種前（床土混和）及びは種時(覆土
前)散布の場合、低温で生育抑制を生ずるおそれがあ
るので、温度管理に注意する。

防除方法 参考及び注意事項

混合剤のFRACコードは、混合されている殺菌剤成分に
より異なるため♯で表記している。

　次のいずれかを育苗箱の上から均一に散布する。
　プリンス粒剤(I:2B)

床土に「苗箱まかせ」の肥料を用いた場合は、パダン
剤の床土混和処理では薬害を生じることがあるので使
用しない。

移植３日前
   ～移植当日

　ガゼット粒剤(I:1A)

　ジノテフラン箱粒剤(２％)
*
　(I:4A)

　アドマイヤーＣＲ箱粒剤(I:4A)
　フェルテラ箱粒剤(I:28)
　ファーストオリゼリディア粒剤(I:4F,F:P02)

　次のいずれかを苗の上から均一に散布する。
　プリンス粒剤(I:2B)

　プリンススピノ粒剤６(I:2B,5)
　ワンリード箱粒剤08(I:4A)

　ギャング粒剤(I:1A,2B)

カーバメイト剤、フェニルピラゾール剤の抵抗性発現
あるいは感受性低下が認められる地域があることか
ら、可能な限り１年もしくは２年毎に作用機構（RAC
コード）の異なる箱施用剤をローテーションで使用す
る。

　デジタルコラトップアクタラ箱粒剤(I:4A,F:16.1)

　ダントツ箱粒剤(I:4A)
　デジタルメガフレア箱粒剤(I:4A,F:16.1)
　パディート箱粒剤(I:28)

　オンコル粒剤５(I:1A)
　グランドオンコル粒剤(I:1A)

　ワンリード箱粒剤08(I:4A)
　アドマイヤーＣＲ箱粒剤(I:4A)

デジタルコラトップアクタラ箱粒剤、デジタルメガフ
レア箱粒剤の対象病害虫は水稲Ｐ21参照。

　フェルテラ箱粒剤(I:28)

同時防除は水稲Ｐ21～23参照。

　ジノテフラン箱粒剤(12％)＊＊(I:4A)
　リディア箱粒剤(I:4F)

ジノテフラン箱粒剤の緑化期処理は、効果の劣る事例
がある。

　フルピリミン混合箱粒剤(I:4F,F:#)

　ヘッド顆粒水和剤(I:28,F:21)

　アドマイヤー顆粒水和剤(I:4A)

防除剤を替える場合には、RACコードの同じ剤並びに
カーバメイト剤と有機リン剤の間では交差抵抗性を示
すおそれがあるので、同じRACコードの剤が連用とな
らないよう注意する。

10ａ当りの使用育苗箱数を確認の上、育苗箱１枚当り
の処理薬量を調整する。
箱当りの処理薬量を慣行量のまま疎植した場合、10ａ
当りの処理薬量が減ることから、効果が不安定となる
恐れがある。また、耐性菌、抵抗性害虫の発生を助長
する恐れがあることから、必ずローテーションで使用
する。

移植３日前
   ～移植当日

　ダントツ水溶剤(I:4A)
　ガードナーフロアブル(I:5,4A)
　ミネクトスター顆粒水和剤(I:28,9B)

移植10日前
　～移植当日

移植２日前
   ～移植当日

  パダンＳＧ水溶剤(I:14)
  ツインターボ顆粒水和剤(F:P03,I:4A)

　次のいずれかをペースト肥料に混和し、側条用施肥田
植機で苗の移植と同時に施用する。

移植２日前
   ～移植当日

　バリアード箱粒剤(I:4A)

　パダン粒剤４(I:14)
　次のいずれかを苗の上から均一に散布(かん注)する。

は種時(覆土前)
 　～移植当日

　湛水のまま、次のいずれかを散布する。
水面施用剤は、止水期間を７日間とし、落水・かけ流
しをしない。その間の入水は水尻を止めたままで行
う。

ダントツ箱粒剤、同水溶剤、同粉剤ＤＬ、キラップフ
ロアブル、同粉剤ＤＬ、デジタルコラトップアクタラ
箱粒剤、デジタルメガフレア箱粒剤及びジノテフラン
箱粒剤はミツバチに対して特に毒性が強いので注意す
る。詳細はＰ22参照。

なげこみトレボンの使用時期は移植20日後以降（但
し、５葉期以降）となっているので注意する。

フルピリミン混合箱粒剤のうち、リディアＥＶ箱粒
剤、Ｄｒ.オリゼリディア箱粒剤の側条施用に関して
は、イネドロオイムシへの効果を確認していないため
注意する。

シアントラニリプロール混合箱粒剤及びクロチアニジ
ン混合箱粒剤のうち、ツインターボ箱粒剤08、スタウ
トダントツ箱粒剤08、ルーチンパンチ箱粒剤は、側条
施薬機の種類により詰まりが生じるリスクがあるので
注意する。

　次のいずれかを側条施薬機で苗の移植と同時に施用す
る。

ツインターボ顆粒水和剤(F:P03,I:4A)については、あ
らかじめ同重量の水に混ぜてから、ペースト肥料に均
一になるように混和する。

－ 水稲10 －



水稲

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

イネミズゾウムシ [薬剤による防除法]
1 ○

2 ○
(1) ○
　

は種前

(2) ○

は種時(覆土前)
○

○

*

**

○

○

○

　　  リディアＥＶ箱粒剤(I:4F,F:7)

移植当日

(3)

は種時(覆土前) 　ヘッド顆粒水和剤(I:28,F:21)

　バズ顆粒水和剤(I:28)

　ブーンパディート箱粒剤(I:28,F:P08)

　ブーンレパード箱粒剤(I:28,F:P08,7)

　ブーンアレス箱粒剤(I:-,F:P08) ※【高密度は種苗で使用する場合の注意事項】

　フェルテラ箱粒剤※(I:28) ①

　ミネクトブラスター顆粒水和剤(F:P03,I:28)

　ミネクトフォルスターＳＣ(F:P03,7,I:28) ②
　ダントツ水溶剤(I:4A)

　ガードナーフロアブル(I:5,4A)

　ミネクトスター顆粒水和剤(I:28,9B)

移植時 (4)

○

(5)

　プリンス粒剤(I:2B) ○

　シアントラニリプロール混合箱粒剤(I:28,F:#)

　テトラニリプロール混合箱粒剤(I:28,F:#)
　クロラントラニリプロール混合箱粒剤(I:28,F:#)
　クロチアニジン混合箱粒剤(I:4A,F:#)
　フルピリミン混合箱粒剤(I:4F,F:#)
　ジノテフラン混合箱粒剤(I:4A,F:#)

3

○

(1)
○

　トレボン粒剤(I:3A)

　なげこみトレボン(I:3A)

食害株率 食害度

62% 18

82% 25

　次のいずれかを側条施薬機で苗の移植と同時に施用
する。

   　パダンＳＧ水溶剤(I:14)

移植10日前
　～移植当日

   　側条オリゼメートリディア顆粒水和剤(I:4F,F:P02)

　パダン粒剤４(I:14)

　　　バリアード箱粒剤(I:4A)

　　　リディア箱粒剤(I:4F)

移植２日前
   ～移植当日

移植２日前
   ～移植当日

　アドマイヤー顆粒水和剤(I:4A)

移植３日前
   ～移植当日

　　　ガゼット粒剤(I:1A)
　　　オンコル粒剤５(I:1A)

　　　フェルテラ箱粒剤(I:28)
　　　ＧＰオリゼリディア箱粒剤(F:P02,I:4F)

スターダム箱粒剤、アトラクトン箱粒剤

ジノテフラン箱粒剤の緑化期処理は、効果の劣る事例
がある。　　　アドマイヤーＣＲ箱粒剤(I:4A)

スタークル箱粒剤、アルバリン箱粒剤

　　　ワンリード箱粒剤08(I:4A)

〔ジノテフラン箱粒剤（２％）〕

〔ジノテフラン箱粒剤（12％）〕

　　　リディアＮＴ箱粒剤(I:4F)
　　　その他の剤はイネドロオイムシの項に準ずる。

　次のいずれかを育苗箱の床土に所定量を均一に混和
する。

緑化期
   ～移植当日

　本虫の防除の基本は、移植後に発生程度に対応して行
うことである。しかし、例年発生が多い水田や他害虫が
発生して同時防除を必要とする場合には、薬剤の育苗箱
施用を重点とし、これに適宜粒剤の水面施用を併用す
る。

粒剤を育苗箱に施用し移植すると、巻葉や葉先枯等が
発生したり、一時的に初期生育が抑制されることがあ
るので、使用上の留意事項を厳守する。

　　　ファーストオリゼリディア粒剤(I:4F,F:P02)

　予防的に防除する方法又は他害虫との同時防除方法
パダン粒剤４の床土混和の場合、覆土には混和しな
い。また、使用する床土によっては薬害を生ずること
があるので使用上の留意事項を厳守する。

プリンス粒剤のは種前（床土混和）及びは種時(覆土
前)処理の場合、低温下で生育抑制を生じるおそれが
あるので、温度管理に注意する。

同時防除は水稲Ｐ21～23参照。

　次のいずれかを育苗箱の（苗の）上から均一に散布
する。

　　　プリンス粒剤(I:2B)
　　　プリンススピノ粒剤６(I:2B,5)

　　　ジノテフラン箱粒剤(２％)
*
　(I:4A)

混合剤のFRACコードは、混合されている殺菌剤成分に
より異なるため♯で表記している。

　　　グランドオンコル粒剤(I:1A)

　　　パディート箱粒剤(I:28)

デジタルコラトップアクタラ箱粒剤、デジタルメガフ
レア箱粒剤の対象病害虫は水稲Ｐ21参照。

　　　ギャング粒剤(I:1A,2B)
　　　デジタルコラトップアクタラ箱粒剤(I:4A,F:16.1)
　　　ダントツ箱粒剤(I:4A)
　　　デジタルメガフレア箱粒剤(I:4A,F:16.1) 床土に「苗箱まかせ」の肥料を用いた場合は、パダン

剤の床土混和処理では薬害を生じることがあるので使
用しない。　　　フルピリミン混合箱粒剤(I:4F,F:#)

　　　ジノテフラン箱粒剤(12％)＊＊(I:4A)

　次のいずれかを育苗箱の(苗の)上から均一に散布
（かん注）する。

 　  ツインターボ顆粒水和剤(F:P03,I:4A)

　次のいずれかをペースト肥料に混和し、側条用施肥
田植機で苗の移植と同時に施用する。

移植３日前
   ～移植当日

は種時(覆土前)
 　～移植当日

ダントツ箱粒剤、同水溶剤、デジタルコラトップアク
タラ箱粒剤、デジタルメガフレア箱粒剤及びジノテフ
ラン箱粒剤はミツバチに対して特に毒性が強いので注
意する。詳細はＰ22参照。

10ａ当りの使用育苗箱数を確認の上、育苗箱１枚当り
の処理薬量を調整する。

防除要否判断基準

調査株数×４

少(D)： １/２以下の葉に軽い食害痕が認められる。

〔食害程度別基準〕
甚(A)：

シアントラニリプロール混合箱粒剤及びクロチアニジ
ン混合箱粒剤のうち、ツインターボ箱粒剤08、スタウ
トダントツ箱粒剤08、ルーチンパンチ箱粒剤は、側条
施薬機の種類により詰まりが生じるリスクがあるので
注意する。

箱当りの処理薬量を慣行量のまま疎植した場合、10ａ
当りの処理薬量が減ることから、効果が不安定となる
恐れがある。また、耐性菌、抵抗性害虫の発生を助長
する恐れがあることから、必ずローテーションで使用
する。

ツインターボ顆粒水和剤(F:P03,I:4A)については、あ
らかじめ同重量の水に混ぜてから、ペースト肥料に均
一になるように混和する。

　　　リディアＮＴ箱粒剤※(I:4F)

５月第６半旬
　　～６月上旬

　移植時までの防除をしないで、発生程度に応じて防除
する方法

　移植後の５月第６半旬又は６月第１～２半旬に一筆
ほ場２か所について50株以上を調査し、食害株率又は
食害度が下記の基準を超えた場合にのみ、次のいずれ
かを湛水状態で散布する。

水面施用剤は、止水期間を７日間とし、落水・かけ流
しをしない。その間の入水は水尻を止めたままで行
う。

なげこみトレボンの使用時期は移植20日後以降（但
し、５葉期以降）となっているので注意する。

ほぼ全葉に激しい食害痕が認められる。

多(B)： ほぼ全葉に中程度の食害痕が認められる。

調査時期
５月第６半旬
６月第１～２半旬

無(E)： 食害痕が認められない。

食害度＝
Ａ(Ａの株数)×４＋Ｂ×３＋Ｃ×２＋Ｄ

×100
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水稲

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

イネハモグリバエ [薬剤による防除法]

は種前 1

○

移植当日 2

本田発生初期 3 ○

イネヒメハモグリ [薬剤による防除法]

バエ

(イネミギワバエ) 1

は種時(覆土前) ○

※【高密度は種苗で使用する場合の注意事項】

　プリンス粒剤※(I:2B) ①

　プリンス粒剤(I:2B)

②

移植当日

　パディート箱粒剤(I:28)

　ブーンパディート箱粒剤(I:28,F:P08)

本田発生初期 2 ○

○ 乳剤は、畦畔等にも散布する。

イネカラバエ [耕種的防除法] ○ 地帯別産卵 盛期
(イネキモグリバエ) 1

2

[薬剤による防除法]

1 ○

　ジノテフラン箱粒剤(12％)**（I:4A) ** 〔ジノテフラン箱粒剤（12％）〕

　フルピリミン箱粒剤*** (I:4F,F:#)

***〔フルピリミン箱粒剤）

移植当日

フタオビコヤガ [薬剤による防除法]

(イネアオムシ)

1 ○ 箱施用剤の同時防除は水稲Ｐ21～22参照。

移植当日

○

発生初期 2

第１世代　６月上旬 ○

第２世代　７月上旬

第３世代　８月上旬

○

二カメイガ [耕種的防除法] ○

(ニカメイチュウ) 1

2

[薬剤による防除法]

1 ○

出穂10日前と

○

(1) ○

(2) 　水面施用 ○

コブノメイガ [薬剤による防除法] ○

発生初期 1

 　パダン粉剤ＤＬ(I:14) ○

パダントレボン粉剤ＤＬ(I:14,3A)

移植３日前
　～移植当日

　パダン粒剤４(I:14)を育苗箱の床土に均一に混和す
る。

　次のいずれかの方法で防除する。

　次のいずれかを茎葉散布する。

発生時期が長期にわたる場合は、７～10日毎に２～３
回薬剤を散布する。

同時防除は水稲Ｐ21～23参照。

スターダム箱粒剤、アトラクトン箱粒剤、ゴウケツバ
スター箱粒剤

　フェルテラ箱粒剤※(I:28)

　ＧＰオリゼリディア箱粒剤(I:4F,F:P02)

田植前～
　　　本田期

　窒素質肥料の過用を避ける。

移植３日前
　～移植当日

　次のいずれかを苗の上から均一に散布する。

　スズメノテッポウ、ヌカボなどの雑草を刈り取る。

本田散布の場合、スミチオン乳剤の濃度は、発生初期
は2,000倍、被害 盛期は1,500倍とする。

は種時(覆土前)
 　～移植当日

　リディア箱粒剤(I:4F)

　ダントツ箱粒剤(I:4A)

同時防除は水稲Ｐ21～23参照。

　パダン粒剤４(I:14)を苗の上から均一に散布する。

　ファーストオリゼパディート粒剤(I:28,F:P02)

次のいずれかの方法で防除する。

　エルサン粉剤２（I:1B)

　エルサン乳剤（I:1B)

　スミチオン乳剤（I:1B)

　次のいずれかを育苗箱の(苗の)上から均一に散布す

　グランドオンコル粒剤(I:1A)

　エルサン粉剤２(I:1B)

　エルサン乳剤(I:1B)

　スミチオン乳剤(I:1B)

　次のいずれかを茎葉散布する。

　フェルテラ箱粒剤(I:28)

　リディアＮＴ箱粒剤※(I:4F)

スピノサド混合箱粒剤（スピノ）は水稲Ｐ21～22参
照。

第１世代、第２世代の発生が極めて少ない場合でも、
第３世代の発生が多くなる場合があるので、注意を要
する。

いずれの剤も効果が不安定な事例がある。

津軽平野地帯は６月末～７月初め、山間、海岸地帯は
７月上旬末、下北地方は７月上旬末～７月中旬初め。

10ａ当りの使用育苗箱数を確認の上、育苗箱１枚当り
の処理薬量を調整する。
箱当りの処理薬量を慣行量のまま疎植した場合、10ａ
当りの処理薬量が減ることから、効果が不安定となる
恐れがある。また、耐性菌、抵抗性害虫の発生を助長
する恐れがあることから、必ずローテーションで使用
する。

パダンＳＧ水溶剤(I:14)

出穂始めから出穂期にかけての防除は、特にていねい
に行う。

　次のいずれかを散布する。なお、出穂10日前の被害が
株率で４％以下（50株５か所平均）のときは出穂始め～
出穂期にかけて1回散布する。

家岸、わら乳穂、りんご園付近では発生が早いので、
被害株率で７～10％位になったときに第１回目の薬剤
散布を行い、その後は一般水田に準じて散布する。

　湛水のまま、パダン粒剤４(I:14)を散布する。

パダントレボン粉剤ＤＬ(I:14,3A)

スミチオン粉剤２ＤＬ(I:1B)

パダン粉剤ＤＬ(I:14)

同時防除は水稲Ｐ21～23参照。

中齢期以降の幼虫には、パダンを含む剤を使用する。
このほかの薬剤は効果が劣る。

　茎葉散布

スミチオン乳剤(I:1B)

水面施用剤は止水期間を７日間とし、落水・かけ流し
をしない。その間の入水は水尻を止めたままで行う。

日本海沿岸、津軽半島北部及び下北地方では年により
多発するので注意する。　次のいずれかを散布する。

(８月上旬～
　　　　中旬)

　　　　　　　第２、３世代　　　　　　　　 140ℓ

　　　　　　　第１世代 　　　　　　　　　　 80ℓ

スミチオン乳剤(I:1B)　　　　　　　　　　　　

　次のいずれかを茎葉散布する。

ブーンパディート箱粒剤(I:28,F:P08)

次のいずれかの方法で防除する。

　窒素質肥料の過用を避ける。

　マコモ、イタドリなどの雑草を刈り取る。

パダントレボン粉剤ＤＬ(I:14,3A)

パダン粉剤ＤＬ(I:14)

　プリンス粒剤(I:2B)

出穂始め～
　　　出穂期

なるべくいもち病、紋枯病などとの同時防除を行う。

田植前～
　　　本田期

(７月下旬～
　　８月上旬)

　次のいずれかを苗の上から均一に散布する。

フェルテラ箱粒剤(I:28)

スピノサド混合箱粒剤(I:5,F:#)

リディア箱粒剤、リディアＮＴ箱粒剤、ＧＰオリゼリ
ディア箱粒剤

同時防除は水稲Ｐ21～23参照。
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水稲

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

カメムシ類 [耕種的防除法] ○

1

○

(出穂2週間前まで)

2

○

3

[薬剤による防除法]

1

○

2

○

○

3

○

＊〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

**〔ジノテフラン１キロ粒剤〕

○

○ 防除はなるべく広域一斉散布で実施する。

4 ○

○

穂揃期と

穂揃７～10日後 スミチオン乳剤(I:1B) *〔ジノテフラン液剤〕

トレボン乳剤(I:3A) スタークル液剤10、スタークルメイト液剤10

トレボンＥＷ(I:3A)　 **〔ジノテフラン顆粒水溶剤〕

トレボンＭＣ(I:3A) スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

スミチオン粉剤２ＤＬ(I:1B) ***〔ジノテフラン粉剤〕

スミチオン粉剤３ＤＬ(I:1B) スタークル粉剤ＤＬ、アルバリン粉剤ＤＬ

トレボン粉剤ＤＬ(I:3A) ○

ダントツ粉剤ＤＬ(I:4A)

スミチオントレボン粉剤ＤＬ(I:1B,3A)

トレボンスター粉剤ＤＬ(I:3A,4A)

○

○

○ 同時防除用は水稲Ｐ21～23参照。

次のいずれかの方法で防除する。

６月上旬
　～７月中旬

　発生地となっている水田周辺の休耕田や畦畔等で、雑
草が開花・結実しないように刈取りや耕起を行う。遅く
ともイネの出穂7日前までに終える。

　ノビエの多発生水田では、斑点米の発生率が高くなる
ので防除を徹底する。

斑点米発生率は穂揃20～30日頃がもっとも多く、その
後減少していくが、無防除等でカメムシ類が多いと、
収穫適期にも被害が出る場合がある。

　ホタルイ・シズイはアカスジカスミカメの発生源と
なっており、これらが多発生しているほ場では斑点米率
が高くなるので、防除を徹底する。

イネの出穂間近の草刈りは、逆に水田内に追い立てる
ことになるので注意する。やむをえずイネの出穂後に
畦畔等の草刈りを行う場合は、草刈場所周辺の水田に
おいて、ネオニコチノイド系又はフェニルピラゾール
系殺虫剤散布直前から１週間以内を目処に行う。ま
た、合成ピレスロイド系及び有機リン系殺虫剤の場合
は、１回目の散布後すみやかに行う。ただし、あらか
じめ草刈り予定の場所に殺虫剤を散布した場合は草刈
りしても問題ない。

カスミカメムシ類はイネ科植物を好み、オオトゲシラ
ホシカメムシはマメ科植物を好む。

移植３日前
　～移植当日

　デジタルメガフレア箱粒剤を苗の上から均一に散布す
る。

　水面施用

斑点米被害は水稲の登熟に伴い減少するので、イネの
出穂後、収穫期までの間に草刈りを行う際は、できる
だけ収穫直前に行う。　湛水のまま次のいずれかを散布する。

出穂５日前
　　～穂揃期

ダントツ粒剤(I:4A)　　　　　　　　 　　　　　 デジタルメガフレア箱粒剤は水稲Ｐ21参照。箱施用剤
はカメムシ多発時には効果が劣る場合があるため、で
きるだけ他の防除手段と組み合わせる。

　茎葉散布（１回散布）

水面施用剤は、茎葉散布剤に比べ効果が不安定である
ため、農薬飛散による周辺農作物への影響が懸念され
る場合に使用する。次のいずれかを散布する。

天候不順によりイネの出穂期間が長くなると予想され
る時は、各薬剤とも散布時期を半旬程度遅らせる。

ジノテフラン顆粒水溶剤**(I:4A)

登熟後期のカメムシ類の発生が多い場合は、追加防除
が必要である。

キラップ剤は穂揃期～穂揃７日後散布、ジノテフラン
剤・ダントツ剤は穂揃７～14日後散布、エクシード剤
は穂揃７～10日後散布で、より安定した防除効果が得
られている。

キラップ粉剤ＤＬ(I:2B)

水面施用剤は、止水期間を７日間とし、落水・かけ流
しをしない。その間の入水は水尻を止めたままで行
う。

出穂直前に「いもち病・紋枯病・殺虫剤」の３種混合
剤、穂揃期に「いもち病(又は紋枯病も同時)」という
従来の散布体系を逆にして、穂揃期にカメムシ防除剤
が加わるようにする。但し、コバネイナゴの防除も重
点的に実施する必要のある地域では、従来どおりの散
布体系とし、穂揃期散布にカメムシ防除剤を組み入れ
る。

　茎葉散布(２回散布)

エルサン乳剤(I:1B)

次のいずれかの薬剤を、穂揃期とその７～10日後の２回
の散布を行う。２回目の散布後、高温・少雨により幼
虫・成虫の発生が多い場合には２回目散布７～10日後に
３回目の追加散布を行う。

ジノテフラン液剤*(I:4A)

キラップフロアブル(I:2B)

ダントツ水溶剤(I:4A)　

ダントツフロアブル(I:4A)

エクシードフロアブル(I:4C)

ジノテフラン粉剤*** (I:4A)
ダントツＨ粉剤ＤＬ(I:4A)

エクシード粉剤ＤＬ(I:4C)

穂揃期
  ～穂揃14日後

天候不順によりイネの登熟が遅れている場合には、散
布時期を遅らせる。

休耕田の生息密度を低下させるために、７月第３半旬
頃から８月中旬にかけて薬剤防除も有効である。一年
生雑草等が優占している休耕田や畦畔では、左の茎葉
散布剤を散布し、ヨシ、オギ、ススキ、セイタカアワ
ダチソウ等の多年生雑草が優占している休耕田では水
稲Ｐ20に示した薬剤を散布する。

ダントツ粒剤、同フロアブル、同水溶剤、同粉剤ＤＬ、同
Ｈ粉剤ＤＬ及びジノテフラン粒剤、同１キロ粒剤、同液
剤、同顆粒水溶剤、同粉剤、デジタルメガフレア箱粒剤は
ミツバチに対して特に毒性が強いので注意する。詳細はＰ
22参照。

ジノテフラン粒剤*(I:4A)

ジノテフラン１キロ粒剤**(I:4A)

穂揃期
  ～穂揃14日後

スタークル１キロＨ粒剤、スタークルメイト１キロＨ
粒剤

－ 水稲13 －



水稲

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

セジロウンカ [薬剤による防除法] ○

1

○

デジタルメガフレア箱粒剤(I:4A,F:16.1)

○

2 　水面施用 ○

発生初期

3 ○

○

孵化 盛期

エクシード粉剤ＤＬ(I:4C) ＊ 〔ジノテフラン液剤〕

スタークル液剤10、スタークルメイト液剤10

** 〔ジノテフラン粉剤〕

スタークル粉剤ＤＬ、アルバリン粉剤ＤＬ

トレボン粉剤ＤＬ(I:3A)　

パダントレボン粉剤ＤＬ(I:14,3A)

エルサンバッサ粉剤20ＤＬ(I:1B,1A)

ジノテフラン粉剤**(I:4A)
ダントツ粉剤ＤＬ(I:4A)

ダントツＨ粉剤ＤＬ(I:4A)

ヒメトビウンカ [薬剤による防除法] ○

1 ○

＊〔ジノテフラン液剤〕

スタークル液剤10、スタークルメイト液剤10

**〔ジノテフラン粉剤〕

ただし、多発生時には茎葉散布剤を散布する。 スタークル粉剤ＤＬ、アルバリン粉剤ＤＬ

2

発生初期

パダントレボン粉剤ＤＬ(I:14,3A)

エルサンバッサ粉剤20ＤＬ(I:1B,1A)

ジノテフラン粉剤**(I:4A)
ダントツ粉剤ＤＬ(I:4A)

ダントツＨ粉剤ＤＬ(I:4A)

エクシード粉剤ＤＬ(I:4C)

アワヨトウ [薬剤による防除法]

1 ○

幼虫発生時

スミチオン粉剤３ＤＬ(I:1B)

本虫は７月頃飛来してくるが、年により時期・量とも
変動が大きいので、病害虫発生予察情報などに注意す
る。

ダントツ粉剤ＤＬ、同Ｈ粉剤ＤＬ、同粒剤、ジノテフ
ラン粉剤及びデジタルメガフレア箱粒剤はミツバチに
対して特に毒性が強いので注意する。詳細はＰ22参
照。

移植３日前
　～移植当日

プリンス粒剤(I:2B) 日本海沿岸・津軽半島北部及び下北地方では発生が多
いので、特に注意を要する。

　茎葉散布

　湛水のまま、ダントツ粒剤(I:4A)を散布する。

水面施用剤は、止水期間を７日間とし、落水・かけ流
しをしない。その間の入水は水尻を止めたままで行
う。

(７月下旬～
　　８月上旬)

トレボン乳剤(I:3A)　

ヒメトビウンカが混発している場合は、スミチオン
剤、マラソン剤ではヒメトビウンカに効果が劣るの
で、他の薬剤を使用する。

(８月中旬～
　　　　下旬)

ただし、多発生時には茎葉散布剤を散布する。

　次のいずれかを散布する。

穂揃期
  ～穂揃14日後

キラップフロアブル(I:2B)

同時防除は水稲Ｐ21～23参照。

　次のいずれかを育苗箱の(苗の)上から均一に散布す
る。

ギャング粒剤(I:1A,2B)

デジタルメガフレア箱粒剤(I:4A,F:16.1)

ジノテフラン液剤＊(I:4A)
キラップフロアブル(I:2B)

トレボン粉剤ＤＬ(I:3A)

スミチオン乳剤は製品によって適用が異なるため、農
薬登録を確認して使用する。

　次のいずれかを多発時に茎葉散布する。

穂揃期
  ～穂揃14日後

スミチオン乳剤(I:1B)

　茎葉散布

　次のいずれかを散布する。

トレボンスター粉剤ＤＬ(I:3A,4A)

プリンス粒剤(I:2B)

トレボン乳剤(I:3A)

エミリアフロアブル(I:4F)

ジノテフラン液剤*(I:4A)

スミチオン粉剤２ＤＬ(I:1B)

　次のいずれかを、苗の上から均一に散布する。

同時防除は水稲Ｐ21～23参照。

マラソン乳剤(I:1B)

移植３日前
  ～移植当日

ダントツ粉剤ＤＬ、同Ｈ粉剤ＤＬ、ジノテフラン粉剤
及びデジタルメガフレア箱粒剤はミツバチに対して特
に毒性が強いので注意する。詳細はＰ22参照。

トレボンスター粉剤ＤＬ(I:3A,4A)

－ 水稲14 －



水稲

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

コバネイナゴ [薬剤による防除法]

は種前 1 ○

は種時(覆土前) 2

○

○

スタウトアレス箱粒剤(I:-,F:P03)

アレス箱粒剤(I:-)

プリンス粒剤※(I:2B) ※【高密度は種苗で使用する場合の注意事項】

①

緑化期 3 ブイゲットパディート粒剤(I:28,F:P08)

　　～移植当日 ②

4

フェルテラスタークル箱粒剤ＣＵ(I:4A,28)

ミネクトスター顆粒水和剤(I:28,9B)

リディア箱粒剤(I:4F)

リディアＮＴ箱粒剤(I:4F)

移植当日 5 スタウトアレス箱粒剤(I:-,F:P03)

ブーンパディート箱粒剤(I:28,F:P08)

孵化終期 6 ○

○

○

○

＊ 〔ジノテフラン粉剤〕

スタークル粉剤ＤＬ、アルバリン粉剤ＤＬ

出穂期前後 7

8

移植３日前
　　～移植当日

　次のいずれかを育苗箱の(苗の)上から均一に散布（か
ん注）する。

　次のいずれかを床土に均一に混和する。

プリンス粒剤(I:2B)

10ａ当りの使用育苗箱数を確認の上、育苗箱１枚当り
の処理薬量を調整する。
箱当りの処理薬量を慣行量のまま疎植した場合、10ａ
当りの処理薬量が減ることから、効果が不安定となる
恐れがある。また、耐性菌、抵抗性害虫の発生を助長
する恐れがあることから、必ずローテーションで使用
する。

　孵化終期に畦畔付近に幼虫が多く見られる場合は、次
のいずれかを畦畔(農道・水路の雑草地を含む)及び水田
の畦畔際２～３ｍに散布する。散布量は10a相当量とす
る。

本虫は移動・分散が激しいので、広域一斉防除に努め
る。

ツインパディート箱粒剤(I:28,F:P03)

７月第３半旬
　　～第５半旬 孵化終期の防除時に水田中央部への侵入が多い場合

は、全面散布に切替える。

プリンススピノ粒剤６(I:2B,5)

ＧＰオリゼリディア箱粒剤(I:4F,F:P02)

は種時(覆土前)
 　 ～移植当日

混合剤のFRACコードは水稲Ｐ21～23参照。

ダントツフロアブル、同粉剤ＤＬ、同Ｈ粉剤ＤＬ及び
ジノテフラン粉剤はミツバチに対して特に毒性が強い
ので注意する。詳細はＰ22参照。

　ほ場全体に孵化終期の項に準じた茎葉散布剤又は茎葉
散布混合剤を散布する。

スミチオントレボン粉剤ＤＬ(I:1B,3A)

次のいずれかの方法で防除する。

プリンス粒剤のは種前(床土混和)処理の場合、低温で
生育抑制を生ずるおそれがあるので温度管理に注意す
る。

ダントツフロアブル(I:4A)

トレボンＥＷ(I:3A) 茎葉散布剤のバッサ剤、トレボン剤及びこれらの成分
のみを含む薬剤で本虫に対する効果が低下している地
域があるので注意し、前年まで使用して効果がみられ
ないときは他の薬剤を使用する。

トレボン乳剤(I:3A)

トレボンＭＣ(I:3A)

スミチオントレボン乳剤(I:1B,3A)

プリンス粒剤(I:2B) 同時防除は水稲Ｐ21～23参照。

　次のいずれかを育苗箱の上から均一に散布する。

ファーストオリゼリディア粒剤(I:4F,F:P02)

ファーストオリゼリディア粒剤(I:4F,F:P02)

キラップ粉剤ＤＬ(I:2B)

ダントツＨ粉剤ＤＬ(I:4A)

ダントツ粉剤ＤＬ(I:4A)
ジノテフラン粉剤* (I:4A)

エルサンバッサ粉剤20ＤＬ(I:1B,1A)

パダントレボン粉剤ＤＬ(I:14,3A)

トレボン粉剤ＤＬ(I:3A)

キラップフロアブル(I:2B)

レシードプラス箱粒剤(I:28,F:P08)

プリンス粒剤(I:2B)

プリンススピノ粒剤６(I:2B,5)

ギャング粒剤(I:1A,2B)

－ 水稲15 －



水稲

32 ヒドロキシイソキサゾール

4 メタラキシルＭ

32 ヒドロキシイソキサゾール

4 メタラキシルＭ

ダコニール1000 M05 ＴＰＮ ○

ダコニール粉剤 M05 ＴＰＮ ○

ナエファイン粉剤 U17 ピカルブトラゾクス ○

ナエファインフロアブル U17 ピカルブトラゾクス ○

オラクル顆粒水和剤 21 アミスルブロム ○

21 アミスルブロム ○

(28) クロラントラニリプロール

カスミン粒剤 24 カスガマイシン ○ ○

カスミン液剤 24 カスガマイシン ○

ファーストオリゼ箱粒剤 P02 プロベナゾール ○

Ｄｒ.オリゼ箱粒剤 P02 プロベナゾール ○

ブイゲット箱粒剤 P03 チアジニル ○

ブイゲットフロアブル P03 チアジニル ○

ルーチン粒剤 P03 イソチアニル ○

ルーチンフロアブル P03 イソチアニル ○

スタウト顆粒水和剤 P03 イソチアニル ○

①

②

い
も
ち
病

○タチガレエースＭ液剤

タチガレエースＭ粉剤

ヘッド顆粒水和剤

【重要】育苗後、苗床跡に他作物を栽培する場合の箱施用剤は、以下のいずれかで処理する。

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

イソチアニル混合箱粒剤（ルーチン、スタウト、ツインターボ、フルターボ、シャリオ、エバーゴル、サイクルヒット、
箱大臣）、ピロキロン混合箱粒剤（デジタルコラトップ箱粒剤）、トルプロカルブ混合箱粒剤（ゴウケツバスター、トリ
プルキック箱粒剤）、チフルザミド混合箱粒剤（グレータム、ＧＴ、シャリオ）、ペンフルフェン混合箱粒剤（エバーゴ
ル、ルーチンエキスパート）、フラメトピル混合箱粒剤（箱大臣）、ジクロベンチアゾクス混合箱粒剤（ブーン）は水稲
Ｐ21～23参照。

有効成分

適用病害虫名

ご
ま
葉
枯
病

褐
色
葉
枯
病

白
葉
枯
病

も
み
枯
細
菌
病

農薬名

苗
立
枯
病

小
粒
菌
核
病

○

２.掲載農薬一覧

種子消毒剤

　水稲Ｐ3参照

稲
こ
う
じ
病

苗
立
枯
細
菌
病

作物名：稲(箱育苗)

紋
枯
病

(　)はIRACコードを示す。

は種時～育苗期間に処理する場合は、箱施用した農薬が置床にこぼれ落ちないように、またかん水とともに置床に浸
透しないように、プール育苗にするか置床にビニルなどの無孔シートを敷く。

移植時に処理する場合は、ハウス外で行うか、ハウス内で行う場合はビニルなどの無孔シートの上で行い、置床に農
薬がこぼれ落ちないようにする。

－ 水稲16 －



水稲

カスミン液剤 24 カスガマイシン ○

ラブサイドフロアブル 16.1 フサライド ○

ラブサイド粉剤ＤＬ 16.1 フサライド ○

U14 フェリムゾン

16.1 フサライド

U14 フェリムゾン

16.1 フサライド

U14 フェリムゾン

16.1 トリシクラゾール

U14 フェリムゾン

16.1 トリシクラゾール

ビームゾル 16.1 トリシクラゾール ○

ビーム粉剤ＤＬ 16.1 トリシクラゾール ○

コラトップ粒剤５ 16.1 ピロキロン ○

コラトップジャンボＰ 16.1 ピロキロン ○

24 カスガマイシン

16.1 トリシクラゾール

トルプロカルブ粒剤＊ 16.3 トルプロカルブ ○

フジワン乳剤 6 イソプロチオラン ○

フジワン粒剤 6 イソプロチオラン ○

フジワン１キロ粒剤 6 イソプロチオラン ○

トップジンＭゾル 1 チオファネートメチル ○

オリゼメート粒剤 P02 プロベナゾール ○ ○

オリブライト250Ｇ 11 メトミノストロビン ○ ○

ブイゲット粒剤 P03 チアジニル ○

トライフロアブル U16 テブフロキン ○ ○

バリダシン液剤５ U18 バリダマイシン ○

バリダシン粉剤ＤＬ U18 バリダマイシン ○

バシタック水和剤75 7 メプロニル ○

モンカットファイン粉剤20ＤＬ 7 フルトラニル ○

モンカットフロアブル 7 フルトラニル ○

モンセレンフロアブル 20 ペンシクロン ○

モンセレン粉剤ＤＬ 20 ペンシクロン ○

リンバー粒剤 7 フラメトピル ○

モンガリット１キロ粒剤 3 シメコナゾール ○ ○

モンガリット粒剤 3 シメコナゾール ○ ○

ドイツボルドーＡ M01 塩基性塩化銅 ○

Ｚボルドー粉剤ＤＬ M01 塩基性硫酸銅 ○

＊トルプロカルブ粒剤（３％）：サンブラス粒剤、ゴウケツ粒剤

ノンブラス粉剤ＤＬ

作物名:稲

○

苗
立
枯
細
菌
病

小
粒
菌
核
病

稲
こ
う
じ
病

白
葉
枯
病

褐
色
葉
枯
病

ご
ま
葉
枯
病

も
み
枯
細
菌
病

農薬名

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

有効成分

適用病害虫名

苗
立
枯
病

い
も
ち
病

紋
枯
病

ブラシンフロアブル ○

○ ○

○ ○

○

ノンブラスフロアブル

○

○

ブラシン粉剤ＤＬ

ごま葉枯病:ごま葉枯病菌による「穂枯れ」

テブフロキン混合剤（トライ混合粉剤）はトライＫ粉剤ＤＬ等がある。

ダブルカットフロアブル

－ 水稲17 －



水稲

パダン粒剤４ 14 カルタップ  ○ ○  ○

ガゼット粒剤 1A カルボスルファン  ○  ○

オンコル粒剤５ 1A ベンフラカルブ  ○  ○

グランドオンコル粒剤 1A ベンフラカルブ  ○ ○  ○

1A カルボスルファン

2B フィプロニル

プリンス粒剤※ 2B フィプロニル  ○  ○※ ○ ○ ○  ○※  ○

2B フィプロニル

5 スピノサド

5 スピノサド

4A イミダクロプリド

アドマイヤーＣＲ箱粒剤 4A イミダクロプリド  ○  ○

アドマイヤー顆粒水和剤 4A イミダクロプリド  ○  ○

バリアード箱粒剤 4A チアクロプリド  ○  ○

ダントツ箱粒剤 4A クロチアニジン  ○  ○  ○

ワンリード箱粒剤08 4A クロチアニジン  ○  ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン  ○  ○

ジノテフラン箱粒剤（２％）＊ 4A ジノテフラン  ○  ○

ジノテフラン箱粒剤（12％）＊＊ 4A ジノテフラン  〇 〇  ○

4A ジノテフラン

28 クロラントラニリプロール

フェルテラ箱粒剤※ 28 クロラントラニリプロール  ○※  ○※ ○  ○※

パディート箱粒剤 28 シアントラニリプロール  ○  ○  〇

バズ顆粒水和剤 28 シアントラニリプロール  ○  〇

28 クロラントラニリプロール

(21) アミスルブロム

28 シアントラニリプロール

9B ピメトロジン

リディアＮＴ箱粒剤※ 4F フルピリミン  ○※ ○  ○  〇※

リディア箱粒剤 4F フルピリミン  ○  ○ ○  ○  〇

アレス箱粒剤 - オキサゾスルフィル  ○

＊ジノテフラン箱粒剤(２％)：スタークル箱粒剤、アルバリン箱粒剤

＊＊ジノテフラン箱粒剤(12％)：スターダム箱粒剤、アトラクトン箱粒剤

※：高密度は種苗でも一定の効果が期待できるが、使用の際は以下に留意する。

【高密度は種苗で使用する場合の注意事項】

 ① 登録内容を逸脱しないよう10ａ当りの使用育苗箱数を確認の上、育苗箱１枚当りの処理薬量を調整する。

 ② 箱当りの処理薬量を慣行量のまま疎植すると、10ａ当りの処理薬量が減るため効果が不安定となる恐れがある。

　　また、耐性菌、抵抗性害虫の発生を助長する恐れがあることから、必ずローテーションで使用する。

イ
ネ
カ
ラ
バ
エ

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

作物名：稲(箱育苗)

農薬名

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

有効成分

適用病害虫名

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

イ
ネ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

イ
ネ
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

カ
メ
ム
シ
類

ニ
カ
メ
イ
ガ

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

○ギャング粒剤  ○  ○  ○

 ○  ○

 〇ガードナーフロアブル  ○

プリンススピノ粒剤６  ○

フェルテラ
スタークル箱粒剤ＣＵ

 ○

ヘッド顆粒水和剤  ○

ミネクトスター顆粒水和剤  ○

 ○

 〇  〇

② 移植時に処理する場合は、ハウス外で行うか、ハウス内で行う場合はビニルなどの無孔シートの上で行い、置床に農薬がこぼれ落ち
ないようにする。

【重要】育苗後、苗床跡に他作物を栽培する場合の箱施用剤は、以下のいずれかで処理する。

① は種時～育苗期間に処理する場合は、箱施用した農薬が置床にこぼれ落ちないように、またかん水とともに農薬が置床に浸透しない
ように、プール育苗にするか置床にビニルなどの無孔シートを敷く。
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パダンＳＧ水溶剤 14 カルタップ ○ 〇 ○

パダン粉剤ＤＬ 14 カルタップ ○ ○ ○

パダン粒剤４ 14 カルタップ ○

14 カルタップ

3A エトフェンプロックス

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○ ○ ○

エルサン粉剤２ 1B ＰＡＰ ○ ○

スミチオン乳剤※ 1B ＭＥＰ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スミチオン粉剤２ＤＬ 1B ＭＥＰ ○ ○ ○

スミチオン粉剤３ＤＬ 1B ＭＥＰ ○ ○

マラソン乳剤 1B マラソン ○

1B ＰＡＰ

1A ＢＰＭＣ

トレボン粉剤ＤＬ 3A エトフェンプロックス ○ ○ ○ ○ ○

トレボン粒剤 3A エトフェンプロックス ○ ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○ ○ ○ ○

トレボンＥＷ 3A エトフェンプロックス ○ ○

なげこみトレボン 3A エトフェンプロックス ○ ○

トレボンＭＣ 3A エトフェンプロックス ○ ○

3A エトフェンプロックス

1B ＭＥＰ

3A エトフェンプロックス

1B ＭＥＰ

3A エトフェンプロックス

4A ジノテフラン

ジノテフラン粒剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○

ジノテフラン１キロ粒剤＊ 4A ジノテフラン ○

　ジノテフラン１キロ粒剤：スタークル１キロＨ粒剤、スタークルメイト１キロＨ粒剤

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

○

※：メーカーによって適用が異なるので、使用基準を確認して使用する。

エルサンバッサ粉剤20ＤＬ

スミチオントレボン乳剤

＊ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

スミチオントレボン粉剤ＤＬ

作物名：稲

農薬名 有効成分

適用病害虫名

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

イ
ネ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

ニ
カ
メ
イ
ガ

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

イ
ネ
カ
ラ
バ
エ

コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

○

○

○

○

トレボンスター粉剤ＤＬ ○

○

○ ○

カ
メ
ム
シ
類

イ
ネ
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

パダントレボン粉剤ＤＬ ○ ○ ○

○ ○

○
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Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

農薬名 有効成分

適用病害虫名

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

イ
ネ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

ニ
カ
メ
イ
ガ

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

イ
ネ
カ
ラ
バ
エ

コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

カ
メ
ム
シ
類

イ
ネ
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

ジノテフラン液剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○ ○

ジノテフラン顆粒水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○

ジノテフラン粉剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○ ○ ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン ○

ダントツ粒剤 4A クロチアニジン ○ ○

ダントツ粉剤ＤＬ 4A クロチアニジン ○ ○ ○ ○ ○

ダントツフロアブル 4A クロチアニジン ○ ○

ダントツＨ粉剤ＤＬ 4A クロチアニジン ○ ○ ○ ○

エクシードフロアブル 4C スルホキサフロル ○ ○

エクシード粉剤ＤＬ 4C スルホキサフロル ○ ○ ○

キラップフロアブル 2B エチプロール ○ ○ ○ ○ ○

キラップ粉剤ＤＬ 2B エチプロール ○ ○ ○

エミリアフロアブル 4F フルピリミン ○ ○

＊ジノテフラン液剤：スタークル液剤10、スタークルメイト液剤10

　ジノテフラン顆粒水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

　ジノテフラン粉剤：スタークル粉剤ＤＬ、アルバリン粉剤ＤＬ

適用場所：ヨシ、オギ、ススキ、セイタカアワダチソウ等の多年生雑草が優占している休耕田

スミチオン乳剤※ 1B ＭＥＰ ○

スミチオン粉剤２ＤＬ 1B ＭＥＰ ○

スミチオン粉剤３ＤＬ※ 1B ＭＥＰ ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○

トレボンＥＷ 3A エトフェンプロックス ○

トレボンＭＣ 3A エトフェンプロックス ○

トレボン粉剤ＤＬ 3A エトフェンプロックス ○

ジノテフラン液剤＊ 4A ジノテフラン ○

ジノテフラン顆粒水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○

ジノテフラン粉剤＊ 4A ジノテフラン ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン ○

ダントツ粉剤ＤＬ 4A クロチアニジン ○

ダントツＨ粉剤ＤＬ 4A クロチアニジン ○

キラップフロアブル 2B エチプロール ○

キラップ粉剤ＤＬ 2B エチプロール ○

＊ ジノテフラン液剤：スタークル液剤10、スタークルメイト液剤10

 　ジノテフラン顆粒水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

 　ジノテフラン粉剤：スタークル粉剤ＤＬ、アルバリン粉剤ＤＬ

※：メーカーによって適用が異なるので、使用基準を確認して使用する。

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

作物名：水田作物、畑作物(休耕田)

農薬名 有効成分

適用病害虫名

カ
メ
ム
シ
類
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16.1 ピロキロン ◎
4A チアメトキサム ◎ ◎

16.1 ピロキロン ○
4A チアメトキサム ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

16.1 ピロキロン ◎
28 シアントラニリプロール ◎ ◎ ◎

P02 プロベナゾール ◎
1A ベンフラカルブ ◎ ◎

P02 プロベナゾール ◎
2B フィプロニル ◎ ◎ ○

P02 プロベナゾール ◎
2B フィプロニル ○ ○ ○
5 スピノサド

P02 プロベナゾール ○
28 クロラントラニリプロール ○ ○

P02 プロベナゾール ◎
28 シアントラニリプロール ◎ ○

P02 プロベナゾール ◎
2B フィプロニル ◎ ◎ ◎

P02 プロベナゾール ○
2B フィプロニル ○ ○ ○
5 スピノサド

P02 プロベナゾール ○
4A ジノテフラン ◎ ◎

P02 プロベナゾール ○
4A ジノテフラン ○ ○ ○

P02 プロベナゾール ◎
28 シアントラニリプロール ◎ ◎

P02 プロベナゾール ○
28 クロラントラニリプロール ◎ ◎ ○ ○

P02 プロベナゾール ○
7 チフルザミド ○

28 クロラントラニリプロール ○ ○ ○
7 ペンフルフェン

4F フルピリミン ○ ○
P02 プロベナゾール ○
7 ペンフルフェン ○

4F フルピリミン ○ ○
P02 プロベナゾール ○

4F フルピリミン ○ ○
P02 プロベナゾール ○

4F フルピリミン ◎ ◎ ○ ○ ○
P02 プロベナゾール ○

4F フルピリミン ◎ ◎ ○
P02 プロベナゾール ◎

4F フルピリミン ◎ ◎ ◎ ◎
P03 チアジニル ◎

4A イミダクロプリド ◎ ◎
P03 チアジニル ◎

1A ベンフラカルブ ◎ ◎ ◎
P03 チアジニル ○

4A チアクロプリド ○ ○
P03 チアジニル ○

28 クロラントラニリプロール ○ ○ ◎ ○
P03 チアジニル ○

28 シアントラニリプロール ◎ ◎ ◎ ◎
P03 イソチアニル ◎

4A イミダクロプリド ○ ○
P03 イソチアニル ◎

4A チアクロプリド ○ ○
P03 イソチアニル ○

4A イミダクロプリド ○ ○
5 スピノサド ◎

P03 イソチアニル ○
7 チフルザミド ○

4A イミダクロプリド ○ ○
5 スピノサド ○

P03 イソチアニル ○
7 チフルザミド ○

4A イミダクロプリド ○ ○
5 スピノサド ○

リディアＥＶ箱粒剤

Ｃｓ.オリゼリディアＥＶ箱粒剤

Ｃｓ.オリゼリディア箱粒剤

Ｄｒ.オリゼリディア箱粒剤

ブイゲットアドマイヤー粒剤

ブイゲットバリアード粒剤

シャリオ箱粒剤

３.同時防除用混合剤

　病害虫によっては防除時期がほぼ同じ時期のものがあるため、同時防除用混合剤を使用すると効果的である。病害虫の発生状況、発
生予測などに注意して農薬を選定する。

(1)　育苗箱施用混合剤

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

有効成分

適用病害虫名

農薬名

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

紋
枯
病

イ
ネ
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

稲
こ
う
じ
病

コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

カ
メ
ム
シ
類

イ
ネ
カ
ラ
バ
エ

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

い
も
ち
病

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

ファーストオリゼパディート粒剤

ルーチンアドマイヤー箱粒剤

ブイゲットグランドオンコル粒剤

ルーチンバリアード箱粒剤

ブイゲットパディート粒剤

ルーチンアドスピノ箱粒剤

ルーチンアドスピノＧＴ箱粒剤

Ｄｒ.オリゼスタークル箱粒剤ＯＳ

Ｄｒ.オリゼフェルテラグレータム粒剤

ブイゲットフェルテラ粒剤

ＧＰオリゼリディア箱粒剤

ファーストオリゼリディア粒剤

デジタルメガフレア箱粒剤

ジャッジ箱粒剤

Ｄｒ.オリゼプリンス粒剤６

デジタルコラトップアクタラ箱粒剤

ファーストオリゼプリンススピノ粒剤６

Ｄｒ.オリゼプリンススピノ粒剤６

ファーストオリゼプリンス粒剤６

ファーストオリゼフェルテラ粒剤

デジタルミネクト箱粒剤

Ｄｒ.オリゼパディート粒剤

Ｄｒ.オリゼフェルテラ粒剤

ロングリーチ箱粒剤
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フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

有効成分

適用病害虫名

農薬名

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

紋
枯
病

イ
ネ
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

稲
こ
う
じ
病

コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

カ
メ
ム
シ
類

イ
ネ
カ
ラ
バ
エ

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

い
も
ち
病

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

P03 イソチアニル ○
7 ペンフルフェン ○

4A イミダクロプリド ○ ○
P03 イソチアニル ○
7 ペンフルフェン ○

4A イミダクロプリド ○ ○
5 スピノサド ○

P03 イソチアニル ○
7 ペンフルフェン ◎

4A イミダクロプリド ○ ○
28 クロラントラニリプロール ○

P03 イソチアニル ○
7 ペンフルフェン ○

4A イミダクロプリド ○ ○
28 クロラントラニリプロール ○

P03 イソチアニル ◎
4A イミダクロプリド ○ ○
28 クロラントラニリプロール ○ ○

P03 イソチアニル ◎
4A クロチアニジン ◎ ◎

P03 イソチアニル ◎
4A クロチアニジン ◎ ◎

P03 イソチアニル ◎
4A クロチアニジン ○ ○

P03 イソチアニル ◎
7 フラメトピル ◎

4A クロチアニジン ○ ○
P03 イソチアニル ○
7 フラメトピル ○

4A クロチアニジン ○ ○ ◎
28 クロラントラニリプロール ○ ○

P03 イソチアニル ○
7 フラメトピル ○

4A クロチアニジン ○ ○ ◎
28 クロラントラニリプロール ○ ○

P03 イソチアニル ◎
28 シアントラニリプロール ◎ ◎ ◎

P03 イソチアニル ◎
28 シアントラニリプロール ◎ ◎ ◎

P03 イソチアニル ◎
28 シアントラニリプロール ◎ ◎ ◎

P03 イソチアニル ◎
28 シアントラニリプロール ◎ ◎ ◎

P03 イソチアニル ○
28 シアントラニリプロール ◎ ◎

P03 イソチアニル ○
7 ペンフルフェン ○

28 シアントラニリプロール ○ ○
P03 イソチアニル ○

2B フィプロニル
4A クロチアニジン ○ ○

16.3 トルプロカルブ ◎
4A ジノテフラン ◎ ○ ○

16.3 トルプロカルブ ◎
3 シメコナゾール ◎ ◎

28 シアントラニリプロール ○ ○ ◎
P08 ジクロベンチアゾクス ◎

28 シアントラニリプロール ◎ ◎ ○ ○ ○
P08 ジクロベンチアゾクス ◎

- オキサゾスルフィル ◎ ◎
P08 ジクロベンチアゾクス

28 テトラニリプロール ◎
P08 ジクロベンチアゾクス ◎
7 ペンフルフェン 〇

28 テトラニリプロール ◎ ◎
P03 イソチアニル ○

- オキサゾスルフィル ◎

【重要】育苗後、苗床跡に他作物を栽培する場合の箱施用剤は、以下のいずれかで処理する。

①

②

耐性菌対策は水稲Ｐ7参照

レシードプラス箱粒剤

スタウトアレス箱粒剤

ブーンアレス箱粒剤

ブーンパディート箱粒剤

ミネクトフォルスターＳＣ

◎

○：当該病害虫に農薬登録があり、単剤あるいは混合剤で効果が確認されたもの、または県内での適応性が確認されたもの。

は種時～育苗期間に処理する場合は、箱施用した農薬が置床にこぼれ落ちないように、またかん水とともに農薬が置床に浸透しない
ように、プール育苗にするか置床にビニルなどの無孔シートを敷く。

移植時に処理する場合は、ハウス外で行うか、ハウス内で行う場合はビニルなどの無孔シートの上で行い、置床に農薬がこぼれ落ち
ないようにする。

エバーゴルフォルテ箱粒剤

ルーチントレス箱粒剤

エバーゴルワイド箱粒剤

ツインターボ箱粒剤08

ルーチンデュオ箱粒剤

◎：当該病害虫に農薬登録があり、青森県で効果確認されたもの

ゴウケツバスター箱粒剤

トリプルキック箱粒剤

ハコナイト粒剤

ブーンレパード箱粒剤

ツインパディート箱粒剤

ミネクトブラスター顆粒水和剤

エバーゴルプラス箱粒剤

ルーチンパンチ箱粒剤

スタウトパディート箱粒剤

フルターボ箱粒剤

ツインターボ顆粒水和剤

箱大臣粒剤

ルーチンエキスパート箱粒剤

スタウトダントツ箱粒剤08

サイクルヒット箱粒剤
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(2)　側条施用

プリンス粒剤 2B フィプロニル ○ ○

P02 プロベナゾール ◎
28 クロラントラニリプロール ◎

P02 プロベナゾール ◎
28 シアントラニリプロール ○ ○

16.3 トルプロカルブ ○
3 シメコナゾール

28 シアントラニリプロール ○ ○
P02 プロベナゾール ○
7 チフルザミド

28 クロラントラニリプロール ○ ○
P03 イソチアニル ○
7 フラメトピル ◎

4A クロチアニジン ○ ○
P03 イソチアニル ○

4A クロチアニジン ○ ○
P03 イソチアニル ○

4A クロチアニジン ○ ○
P03 イソチアニル ○

4A クロチアニジン ○ ○
P03 イソチアニル ○

28 シアントラニリプロール ○ ○
P08 ジクロベンチアゾクス ◎

28 シアントラニリプロール ◎ ○
P08 ジクロベンチアゾクス ○
7 ペンフルフェン ○

28 テトラニリプロール ○
16.3 トルプロカルブ ◎

4A ジノテフラン ○ ○
7 ペンフルフェン

4F フルピリミン ○
P02 プロベナゾール
7 ペンフルフェン

4F フルピリミン ○
P02 プロベナゾール ○

4F フルピリミン ○ ○
P02 プロベナゾール ○

4F フルピリミン ○
P02 プロベナゾール ○

4F フルピリミン ○ ○
16.1 ピロキロン ○

4A チアメトキサム

◎：当該病害虫に農薬登録があり、青森県で効果確認されたもの

P03 イソチアニル ○
4A クロチアニジン ○ ○

P02 プロベナゾール ○
4F フルピリミン ○

オリゼメート顆粒水和剤 P02 プロベナゾール ○

P02 プロベナゾール ◎
14 カルタップ ◎ ◎

◎：当該病害虫に農薬登録があり、青森県で効果確認されたもの

リディアＥＶ箱粒剤

Ｄｒ.オリゼフェルテラ粒剤

紋
枯
病

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

Ｄｒ.オリゼパディート粒剤

トリプルキック箱粒剤

Ｄｒ.オリゼフェルテラグレータム粒剤

箱大臣粒剤

スタウトダントツ箱粒剤

ブーンパディート箱粒剤

ツインターボ箱粒剤08

スタウトダントツ箱粒剤08

ルーチンパンチ箱粒剤

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

農薬名

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

有効成分

適用病害虫名
い
も
ち
病

農薬名

側条パダンオリゼメート顆粒水和剤

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

ツインターボ顆粒水和剤

有効成分

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

○：当該病害虫に農薬登録があり、単剤あるいは混合剤で効果が確認されたもの、または県内での適応性が確認されたもの。

ブーンレパード箱粒剤

Ｃｓ.オリゼリディアＥＶ箱粒剤

Ｃｓ.オリゼリディア箱粒剤

Ｄｒ.オリゼリディア箱粒剤

ＧＰオリゼリディア箱粒剤

デジタルメガフレア箱粒剤

○：当該病害虫に農薬登録があり、単剤あるいは混合剤で効果が確認されたもの、または県内での適応性が確認されたもの。

(3)　ペースト肥料混和

ゴウケツバスター箱粒剤

側条オリゼメートリディア顆粒水和剤

適用病害虫名

い
も
ち
病
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４.航空防除(有人ヘリコプター・無人航空機）

(1)　防除方法

○

○

○

 

○

○

○

○

○

○

○

○

トライフロアブル（無人のみ）(F:U16）

○

稲こうじ病

出穂20～10日前
粒剤は湛水状態で散布し、散布後７日間は落
水・かけ流しをしない。その間の入水は水尻を
止めたままで行う。

(粒剤)

モンガリット１キロ粒剤（無人のみ）(F:3)

(穂いもち)

出穂直前と穂揃期

紋枯病

稲こうじ病

出穂20～10日前

イネドロオイムシ

発生初期

いもち病 次の農薬を散布する。

ごま葉枯病 (液剤少量散布)

(穂枯れ) ブラシンフロアブル(F:U14,16.1）

(出穂直前～穂揃期)

ごま葉枯病

ブラシンバリダフロアブル(F:U14,16.1,U18）

紋枯病 オリブライト250Ｇ（無人のみ）(F:11)

(穂枯れ)

粒剤は湛水状態で散布し、散布後７日間は落
水・かけ流しをしない。その間の入水は水尻を
止めたままで行う。

オリブライト剤は処理後、葉に微細な褐色斑点
を生じる場合がある。

アミスターエイト(F:11)

ブラシンバリダゾル(F:U14,16.1,U18)

(液剤少量散布)

発生初期 エミリアフロアブル（無人のみ）(I:4F)

(葉いもち)

発生初期

(粒剤)

6月20日前後～6月末まで

(葉いもち)

次のいずれかを散布する。いもち病

(液剤少量散布)

トライKフロアブル（無人のみ）(F:U16,I:2B）

次の農薬を散布する。セジロウンカ幼虫

ヒメトビウン力幼虫

ヒメトビウンカ

バリダシンエアー(F:U18)

(液剤少量散布)

バシタックゾル(F:7)

次のいずれかを散布する。紋枯病

次の農薬を散布する。

次の農薬を散布する。

モンカットフロアブル(F:7)

いもち病

カスミンバリダシン液剤(F:24,U18)

モンセレンフロアブル(F:20)

紋枯病

次のいずれかを散布する。

出穂直前～穂揃期

モンカットラブサイド20フロアブル(F:7,16.1)

(液剤少量散布)

アプロードゾル(I:16)

いもち病

ブラシンゾル(F:U14,16.1）

出穂直前

ダブルカットフロアブル(F:24,16.1)

ビームエイトゾル(F:16.1)

トップジンＭゾル(F:1)

フジワン乳剤(F:6)

参考及び注意事項

いもち病 次の農薬を散布する。 粒剤は湛水状態で散布し、散布後７日間は落
水・かけ流しをしない。その間の入水は水尻を
止めたままで行う。

６月20日前後

～６月末まで

(葉いもち)

病害虫名及び防除時期 防除方法

オリゼメート粒剤20(F:P02)

(葉いもち) (粒剤)

カスラブサイドゾル(F:24,16.1)

発生初期 (液剤少量散布)

葉いもち、穂いもちとも次のいずれかを散布する。

出穂直前と穂揃期

トリシクラゾールを含む薬剤（ビーム剤、ノン
ブラス剤、ダブルカット剤）は、野菜類の幼
苗、なし（二十世紀、幸水、新水など）及びた
ばこに飛散すると薬害を生じるおそれがあるの
で注意する。

アゾキシストロビンを含む剤（アミスターエイ
ト）は、りんごの一部品種『あかね、あおり９
（彩香）』などに落葉を伴う激しい薬害を生じ
るので、飛散することのないようにする。

カスミン液剤(F:24)(穂いもち)

農薬の調合及び積込みに当たっては、ゴム手
袋、マスクをつけて直接薬液に触れないように
注意し、誤って衣服や皮ふに付着した場合は、
直ちに石けんで洗い流す。

同一系統成分の薬剤の連用は、耐性菌を生じ易
いので避ける。その他の耐性菌対策はＰ39参
照。

散布農薬の飛散によって動植物への危被害、自
動車の塗装等に被害を生ずるおそれがあるの
で、散布区域内の諸物件に十分留意する。

水源池、飲料用水、養魚池、養魚田等に散布液
が飛散流入しないように注意する。

発生が多い場合は、穂揃期にも散布する。

ラブサイドフロアブル(F:16.1)

トップジンＭ剤を使用した場合、多発時には追
加防除を行う。

(液剤少量散布)

ノンブラスフロアブル(F:U14,16.1）

ビームゾル(F:16.1)

次の農薬を散布する。

(液剤少量散布)
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参考及び注意事項病害虫名及び防除時期 防除方法

○

○

＊

○

○

○

○

＊

○

○

○

○

　

○

※

〇農薬によるミツバチ
への危害防止につい
て：詳細はＰ22参照

セジロウンカ

スミチオン乳剤※(I:1B)

次のいずれかを散布する。

ヒメトビウンカ

ヒメトビウンカ

トレボンエアー※（無人のみ）(I:3A)

ダントツフロアブル及びジノテフラン液剤は、
ミツバチに対して特に毒性が強いので注意す
る。

次の農薬を散布する。

セジロウンカ

カメムシ類

(液剤少量散布)

次の農薬を散布する。

出穂直前～穂揃期

カメムシ類

出穂直前～穂揃期

カメムシ類

二力メイガ

穂揃期以降

カメムシ類

コバネイナゴ

(液剤少量散布)

ラブサイドＫ２フロアブル(F:16.1,I:2B)

本剤は、コバネイナゴに対して効果が低下して
いる地域があるので注意する。

(液剤少量散布)

ジノテフラン１キロＨ粒剤＊（無人のみ）(I:4A)

ジノテフラン液剤＊(I:4A)

トレボンスカイＭＣはセジロウンカ、ヒメトビ
ウンカ及びコバネイナゴにも有効である。

スタークル液剤10、スタークルメイト液剤10

キラップフロアブル(I:2B)

エクシードフロアブル（無人のみ）(I:4C)

(粒剤)

ジノテフラン１キロＨ粒剤は、ミツバチに対し
て特に毒性が強いので注意する。

トレボンスカイＭＣ※(I:3A)

スタークル１キロＨ粒剤、スタークルメイト１
キロＨ粒剤

エクシードフロアブルは穂揃期～穂揃10日後に
散布する

トライKフロアブル（無人のみ）(F:U16,I:2B）

〔ジノテフラン液剤〕

〔ジノテフラン１キロＨ粒剤〕

穂揃期

出穂直前～穂揃期

カメムシ類 ビームエイトトレボンゾル※(F:16.1,I:3A)

(液剤少量散布)

次のいずれかを散布する。

ラブサイドスタークルフロアブル(F:16.1,I:4A)

ダブルカットＫフロアブル(F:24,16.1,I:2B)

　　　　　　　　　　　　　　　　　(F:16.1,I:2B)

トレボンエアー※(I:3A)

ジノテフラン１キロＨ粒剤は、湛水状態で散布
し、散布後７日間は落水・かけ流しをしない。
その間の入水は水尻を止めたままで行う。

次のいずれかを散布する。 トリシクラゾールを含む薬剤（ダブルカット
剤）は、野菜類の幼苗、なし（二十世紀、幸
水、新水など）及びたばこに飛散すると薬害を
生じるおそれがあるので注意する。

(液剤少量散布)

穂揃期

ヒメトビウンカ

カメムシ類

スタークル剤は、ミツバチに対して特に毒性が
強いので注意する。

ビームエイトＥＸゾル（無人のみ）(F:16.1,I:4C)

アゾキシストロビンを含む剤（アミスタートレ
ボンSE）は、りんごの一部品種『あかね、あお
り９（彩香）』などに落葉を伴う激しい薬害を
生じるので、飛散することのないようにする。

(液剤少量散布)

次の農薬を散布する。

ビームエイトスタークルゾル（無人のみ）(F:16.1,I:4A)

ラブサイドスタークルフロアブル、ビームエイ
トスタークルゾル、ビームエイトＥＸゾル、
ビームエイトエクシードゾルは、いもち病に対
しては穂揃期まで、カメムシ類に対しては穂揃
期以降（特に穂揃７～14日後）の使用で、より
防除効果が安定する。

ビームエイトエクシードゾル（無人のみ）(F:16.1,I:4C)

：スミチオン（ＭＥＰ）剤、トレボン（エトフェンプロックス）剤、ジョーカー剤（シラフルオフェン）は、カメムシ類に対して
は、穂揃期と穂揃７～10日後の２回散布が必要である。なお、穂揃７～10日後の防除は殺虫剤単剤を散布する。（ただし、いもち
病抵抗性が弱い品種で葉いもちが見られる場合や、葉いもちが多発した場合、冷害年の場合など、穂いもちの多発が予想されると
きは穂揃７～10日後にも穂いもち追加防除をあわせて行う。）また、使用時期が穂揃期までの剤もあるので注意する。

いもち病

ダントツフロアブル(I:4A)

穂揃期以降

ダブルカットエクシードフロアブル(F:24,16.1,I:4C)

セジロウンカ

紋枯病

アミスタートレボンＳＥ※(F:11,I:3A)

ヒメトビウンカ

いもち病

(液剤少量散布)

次のいずれかを散布する。

セジロウンカ

いもち病

カメムシ類

穂揃期まで ラブサイドキラップフロアブル（無人のみ）

穂揃期～穂揃14日後

トリシクラゾールを含む薬剤（ビーム剤）は、
野菜類の幼苗、なし（二十世紀、幸水、新水な
ど）及びたばこに飛散すると薬害を生じるおそ
れがあるので注意する。
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オリゼメート粒剤20 ○ ○ P02 プロベナゾール ○

オリブライト250Ｇ ○ 11 メトミノストロビン ○ ○

カスミン液剤 ○ ○ 24 カスガマイシン ○
24 カスガマイシン ○
16.1 フサライド ○

ラブサイドフロアブル ○ ○ 16.1 フサライド ○
U14 フェリムゾン ○ ○
16.1 フサライド ○
U14 フェリムゾン ○
16.1 フサライド ○
16.1 トリシクラゾール ○
U14 フェリムゾン ○

ビームゾル ○ ○ 16.1 トリシクラゾール ○

ビームエイトゾル ○ ○ 16.1 トリシクラゾール ○

24 カスガマイシン ○
16.1 トリシクラゾール ○

フジワン乳剤 ○ ○ 6 イソプロチオラン ○

トップジンＭゾル ○ ○ 1 チオファネートメチル ○

トライフロアブル ○ U16 テブフロキン ○ ○
U16 テブフロキン ○ ○

2B エチプロール ○

バリダシンエアー ○ ○ U18 バリダマイシン ○

バシタックゾル ○ ○ 7 メプロニル ○

モンカットフロアブル ○ ○ 7 フルトラニル ○

モンセレンフロアブル ○ ○ 20 ペンシクロン ○

24 カスガマイシン ○
U18 バリダマイシン ○
16.1 フサライド ○
7 フルトラニル ○

U14 フェリムゾン ○ ○
16.1 フサライド ○
U18 バリダマイシン ○
U14 フェリムゾン ○
16.1 フサライド ○
U18 バリダマイシン ○

アミスターエイト ○ ○ 11 アゾキシストロビン ○ ○

モンガリット１キロ粒剤 ○ 3 シメコナゾール ○ ○

16.1 フサライド ○
2B エチプロール ○

トレボンエアー ○ ○ 3A エトフェンプロックス ○ ○ ○ ○

トレボンスカイＭＣ ○ ○ 3A エトフェンプロックス ○

キラップフロアブル ○ ○ 2B エチプロール ○ ○ ○

アプロードゾル ○ ○ 16 ブプロフェジン ○ ○

スミチオン乳剤※ ○ ○ 1B ＭＥＰ ○ ○

ダントツフロアブル ○ ○ 4A クロチアニジン ○ ○ ○

ジノテフラン液剤＊ ○ ○ 4A ジノテフラン ○ ○ ○

ジノテフラン１キロＨ粒剤＊ ○ 4A ジノテフラン ○

エクシードフロアブル ○ 4C スルホキサフロル ○
16.1 フサライド ○

2B エチプロール ○
16.1 フサライド ○

4A ジノテフラン ○ ○ ○
16.1 トリシクラゾール ○

3A エトフェンプロックス ○ ○ ○
16.1 トリシクラゾール ○

4A ジノテフラン ○ ○ ○

〇農薬によるミツバチへの危害防止について：詳細はＰ22参照

ブラシンバリダフロアブル ○ ○

モンカットラブサイド20フロアブル

ノンブラスフロアブル ○

○○

トライＫフロアブル ○

カスミンバリダシン液剤

ダブルカットフロアブル

カスラブサイドゾル ○○

○

○

ブラシンフロアブル ○ ○

○

○

(2)　掲載農薬一覧

農薬名

有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

無
人
航
空
機

○

紋
枯
病

ブラシンゾル

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

有効成分

ご
ま
葉
枯
病

い
も
ち
病

稲
こ
う
じ
病

適用病害虫名

ニ
カ
メ
イ
ガ

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

カ
メ
ム
シ
類

コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

　ジノテフラン１キロＨ粒剤：スタークル１キロＨ粒剤、スタークルメイト１キロＨ粒剤

※：メーカーによって適用が異なるので、使用方法を確認して使用する。
ごま葉枯病：ごま葉枯病による「穂枯れ」

＊ジノテフラン液剤：スタークル液剤10、スタークルメイト液剤10

○ ビームエイトスタークルゾル

○○

ブラシンバリダゾル

 ビームエイトトレボンゾル

ラブサイドスタークルフロアブル

ラブサイドキラップフロアブル

ラブサイドＫ２フロアブル

○

○

○

○

○

○

○ ○
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16.1 ○
4C ○ ○ ○

16.1 ○
4C ○ ○ ○

24 ○
16.1 ○

2B ○
24 ○
16.1 ○

4C ○
11 ○ ○

3A ○ ○ ○

○ 4F ○ ○

〇農薬によるミツバチへの危害防止について：詳細はＰ22参照

○

○

○

○

○

(2)　掲載農薬一覧

16.1  ○

16.1

U14
16.1

U14

4A ○

2B 〇 ○ ○ ○

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

アミスタートレボンＳＥ

トリシクラゾール
スルホキサフロル
アゾキシストロビン
エトフェンプロックス

○

○ ○

○

エチプロール
カスガマイシン

ビームエイトエクシードゾル

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

カ
メ
ム
シ
類

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

トリシクラゾール

○

有効成分

有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

クロチアニジン

エチプロール

ダントツ水溶剤

トリシクラゾール

トリシクラゾール
フェリムゾン

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

いもち病

(葉いもち)

同じRACコードの薬剤の連用は、耐性菌の発生リス
クを高めることから、他の防除方法も組合わせて連
用を避ける。

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

フェリムゾン
フサライド

適用病害虫名

穂揃期

ダントツ水溶剤(I:4A)

紋
枯
病

ノンブラスフロアブル(F:16.1,U14)

出穂直前と
  穂揃期

セジロウンカ

キラップフロアブル

無
人
航
空
機

い
も
ち
病

紋
枯
病

稲
こ
う
じ
病

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

農薬名

ビームゾル

ノンブラスフロアブル

ブラシンフロアブル

○

散布農薬の飛散によって動植物への危被害、自動車
の塗装等に被害の生ずるおそれがあるので、散布区
域内の諸物件に十分留意する。

水源池、飲料用水、養魚池、養魚田等に散布液が飛
散流入しないように注意する。

ダントツ水溶剤は、ミツバチに対して特に毒性が強
いので注意する。詳細はＰ22参照。

農薬名

ご
ま
葉
枯
病

ニ
カ
メ
イ
ガ

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

スルホキサフロル

カスガマイシン
トリシクラゾール

(液剤少量散布)発生初期と
  まん延期

ビームエイトＥＸゾル

ダブルカットＫフロアブル

ダブルカットエクシードフロ
アブル

スルホキサフロル

参考及び注意事項　防除方法　

次のいずれかを散布する。

５.ブームスプレーヤ(速度連動式少量散布機)

フルピリミンエミリアフロアブル

○

病害虫名及び防除時期

○

適用病害虫名

コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

キラップフロアブル(I:2B)

(液剤少量散布)

キラップフロアブル(I:2B)

ヒメトビウンカ

カメムシ類 次の農薬を散布する。

本田発生初期

有効成分

コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

(穂いもち)

ご
ま
葉
枯
病

○

○

ニ
カ
メ
イ
ガ

(1)　防除方法

トリシクラゾール剤（ビームゾル、ノンブラスフロ
アブル）は、野菜類の幼苗、なし（二十世紀、幸
水、新水など）及びたばこに飛散すると薬害を生じ
るおそれがあるので注意する。

ビームゾル(F:16.1)

トリシクラゾール

い
も
ち
病

カ
メ
ム
シ
類

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

ブラシンフロアブル(F:16.1,U14)

イネドロオイムシ
(幼虫)

次のいずれかを散布する。

(液剤少量散布)

～穂揃７日後
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６.湛水直播栽培

(1)　防除方法

　ア　鉄コーティング種子

いもち病 ○

○

○

○

イ　過酸化カルシウム（カルパー）粉衣種子

(1)高精度自動コーティングマシンを使用する場合 ○

○

(2)コーティングマシンを使用する場合 ○

ア

イ

ウ　土中施用

いもち病

いもち病 ○

いもち病

○

は　種　時

　次の農薬をは種時には種同時殺虫殺菌剤施薬機を使用して土中施用
する。

イネドロオイムシ

処理に必要な過酸化カルシウム剤を３つに小分けし、内１つに規定
量のアドマイヤー水和剤(I:4A)を入れ攪拌、混合したものを作成す
る。

最初に過酸化カルシウム剤を粉衣し、次に前述の混合剤を粉衣、最
後に再び過酸化カルシウム剤を粉衣する。

マシンに薬剤を投入する際、薬剤が飛散す
るので防塵マスクやゴーグルを着用する。

　スタウトダントツ箱粒剤08(F:P03,I:4A)

　デジタルミネクト箱粒剤(F:16.1,I:28）

　Ｄｒ.オリゼパディート粒剤(F:P02,I:28)

ルーチンシードＦＳは10a当たりの使用量が
原液71mℓまでと決められているので、は種
量に気をつけること。

ヨーバルシードＦＳは10a当たりの使用量が
原液55mℓまでと決められているので、は種
量に気を付けること。

（浸種後）

・鉄コーティング中塗抹処理
　ルーチンシードＦＳ(F:P03)（乾燥種もみ１kg当たり原液6～12mℓ
（ただし原液71mℓ/10aまで））を、鉄コーティング処理中の種もみに
塗抹処理し、酸化・乾燥させる。

・鉄コーティング中塗沫処理
　ヨーバルシードＦＳ(I:28)（乾燥種もみ１kg当たり原液11mℓ（ただ
し原液55mℓ/10aまで））を、鉄コーティング処理中の種籾に塗抹処理
し、酸化・乾燥させる。

・鉄コーティング後塗沫処理
　ルーチンシードＦＳ(F:P03)（乾燥種もみ１kg当たり原液6～12mℓ
（ただし原液71mℓ/10aまで））を、鉄コーティング処理後（酸化後）
の種籾に塗沫処理し、一晩程度風乾する。

・鉄コーティング前（浸種前）塗抹処理
　ルーチンシードＦＳ(F:P03)を乾燥種もみ１kg当たり原液6～12mℓ
（ただし原液71mℓ/10aまで）に専用の種子被覆剤（乾燥種もみ１kg当
たり2mℓ）を加用してよく混和し、浸種前の種もみ（乾もみ）に塗抹
処理し、一晩程度風乾した後に、種子消毒、浸種し、鉄コーティング
処理をする。

（浸種後）

（浸種後） 処理時間はコーティングマシンに規定され
た時間どおりとする。

病害虫名及び防除時期

薬剤が土中に施用されない場合、効果が不
安定となるので、は種時のほ場の硬さを確
認してから施用する。

　Ｄｒ.オリゼフェルテラ粒剤(F:P02,I:28)

　スタウトダントツ箱粒剤(F:P03,I:4A)

　防除方法　 参考及び注意事項

病害虫名及び防除時期 　防除方法　 参考及び注意事項

アドマイヤー水和剤を直接籾に処理すると
薬害を生じる恐れがある。

・鉄コーティング後塗沫処理
　ヨーバルシードＦＳ(I:28)（乾燥種もみ１kg当たり原液11mℓ（ただ
し原液55mℓ/10aまで））を、鉄コーティング処理後（酸化後）の種籾
に塗沫処理し、一晩程度風乾する。

イネミズゾウムシ

病害虫名及び防除時期 　防除方法　

ヨーバルシードＦＳで処理した種籾は食料
や飼料として使用しないこと。

は　種　前

イネミズゾウムシ

は　種　前

次のいずれかの方法で種籾に塗抹する。

は　種　前

ア　鉄コーティング種

次のいずれかの方法で種もみに塗抹する。 ルーチンシードＦＳで処理した種籾は食料
や飼料として使用しないこと。

参考及び注意事項

は　種　前 　全行程の３分の１が経過した頃（等倍でのコーティングの場合、
コーティング処理開始５分後頃）に回転中のドラム内に規定量のアド
マイヤー水和剤(I:4A)を少しずつ速やかに投入する。

は　種　時 　Ｄｒ.オリゼフェルテラグレータム粒剤(F:P02,7,I:28)

　箱大臣粒剤(F:P03,7,I:4A)

　スタウトダントツ箱粒剤08(F:P03,I:4A)

　ブーンパディート箱粒剤(F:P08,I:28)

　Ｄｒ.オリゼリディア箱粒剤(F:P02,I:4F)

　ツインターボ箱粒剤08(F:P03,I:4A)

イネミズゾウムシ

イネドロオイムシ

薬剤が土中に施用されない場合、効果が不
安定となるので、は種時のほ場の硬さを確
認してから施用する。

　次の農薬をは種時には種同時殺虫殺菌剤施薬機を使用して土中施用
する。

　ＧＰオリゼリディア箱粒剤(I:4F,F:P02)

イネミズゾウムシ

は　種　時

　次のいずれかを、は種時には種同時殺虫殺菌剤施薬機を使用して土
中施用する。
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(2)　掲載農薬一覧

P03 ○

28 ○ ○

4A ○

P02 ○

28 ○

P02

7

4F ○

P02 ○

4F ○ ○

P02 ○

4F

P03 ○

4A ○

P03 ○

4A ○ ○

16.1 ○

28 ○

P03 ○

7

4A ○

P02 ○

28 ○

P02 ○

7 チフルザミド

28 ○ ○

P03 ○

4A ○ ○

P08 ○

28 ○ ○

７.乾田直播栽培

(1)　防除方法

　

○

○

(2)　掲載農薬一覧

ルーチンシードＦＳ P03 ○

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

次の方法で種籾に塗抹する。

　ルーチンシードＦＳ(F:P03)を乾燥種もみ１kg当たり原液6～12mℓ
（ただし原液71mℓ/10aまで）に専用の種子被覆剤（乾燥種もみ１kg
当たり2mℓ）を加用してよく混和し、浸種前の種もみ（乾もみ）に

塗沫処理し、一晩程度風乾した後に、種子消毒・浸種する。

デジタルミネクト箱粒剤

箱大臣粒剤

ＧＰオリゼリディア箱粒剤
プロベナゾール

フルピリミン

テトラニリプロール

イミダクロプリド

プロベナゾール
Ｄｒ.オリゼフェルテラ粒剤

スタウトダントツ箱粒剤

スタウトダントツ箱粒剤08

フラメトピル

ツインターボ箱粒剤08
イソチアニル

クロチアニジン

クロラントラニリプロール

イソチアニル

クロチアニジン

ピロキロン

シアントラニリプロール

イソチアニル

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

クロラントラニリプロール

イソチアニル

ブーンパディート箱粒剤

プロベナゾール

シアントラニリプロール

ニ
カ
メ
イ
ガ

イソチアニル

いもち病

は　種　前

病害虫名及び防除時期 参考及び注意事項

（浸種前）

ルーチンシードＦＳで処理した種籾は食料
や飼料として使用しないこと。

ジクロベンチアゾクス

シアントラニリプロール

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

適用病害虫名

い
も
ち
病

紋
枯
病

カ
メ
ム
シ
類

有効成分

　防除方法　

ご
ま
葉
枯
病

コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

ニ
カ
メ
イ
ガ

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

農薬名

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

ルーチンシードＦＳは10a当たりの使用量が
原液71mℓまでと決められているので、は種
量に気をつけること。

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

農薬名

ルーチンシードＦＳ

ヨーバルシードＦＳ

アドマイヤー水和剤

イソチアニル

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

有効成分

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

適用病害虫名

カ
メ
ム
シ
類

コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

い
も
ち
病

紋
枯
病

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

ご
ま
葉
枯
病

Ｄｒ.オリゼフェルテラ
グレータム粒剤

プロベナゾール

プロベナゾール

Ｄｒ.オリゼパディート粒剤

Ｄｒ.オリゼリディア箱粒剤
フルピリミン

Ｃｓ.オリゼリディアＥＶ箱粒剤

プロベナゾール

フルピリミン

ペンフルフェン

クロチアニジン

クロチアニジン
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